
「総務文教常任委員会」審査日程

開議日時：１２月３日（金曜日） 第４回定例会４日目散会後

場 所：議会棟大会議室

１．開会

２．当委員会の任期中における主要な調査事項「防災・減災」について

３．その他

４．散会



調 査 研 究 結 果 （ １ 班 ）  

 

 １ 班 で は 、河 川 の 大 規 模 水 害 が 引 き 起 こ す 被 害 に つ い て 、河 川 の 決 壊・氾 濫 に

対 す る 減 災 、 浸 水 し て 来 る 前 の 避 難 行 動 及 び 避 難 後 の 対 策 、 被 災 後 の 衛 生 面 や

健 康 面 に つ い て 、水 害 と い う 関 連 す る 推 移（ 時 系 列 ）の 中 で 、分 担 し な が ら 調 査

研 究 し 班 内 で 討 議 を 重 ね た 。  

 

広 域 連 携 の 流 域 治 水 に よ る 減 災 対 策 に つ い て  

                     結 城   繁  

 

近 年 は 地 球 温 暖 化 の 影 響 も あ り 激 甚 化 す る 自 然 災 害 対 応 に 対 し て 今 ま で の 様 に

市 単 独 で な く 広 い 範 囲 で の 対 策 が 必 要 な の で は な い の か と い う 観 点 か ら の 防

災 ・ 減 災 を 考 え て み た い 。  

特 に 取 手 市 は 利 根 川 と 小 貝 川 と い う 大 き な 川 に 挟 ま れ て い て 小 貝 川 で は 過 去 に

決 壊 、 氾 濫 を し て い ま す 。 市 民 の 安 心 安 全 を 考 え て い く 上 で は 河 川 水 害 へ の 備

え を ど う し て い く の か は 大 き な 課 題 だ と 考 え ま す 。  

特 に 2019 年 の 台 風 の 際 に は 利 根 川 増 水 が 危 険 な 状 況 ま で き て い ま し た 。  

取 手 市 付 近 で こ れ に 対 し て 有 効 だ っ た の は 田 中 調 節 池 、 稲 戸 井 調 節 池 の 機 能 だ

っ た と 思 わ れ ま す 。  

ご う ご う と 音 を 立 て 越 流 堤 か ら 田 中 調 節 池 に 増 水 し た 水 が 流 れ て い く 様 は 鮮 明

に 覚 え て い ま す 。  

 



 

こ れ ら の 調 節 池 は 利 根 川 流 域 に 大 き な 調 節 池 が い く つ か あ り 有 事 の 際 の 安 全 弁

と な り 水 災 害 リ ス ク 低 減 に つ な が っ て い ま す 。  

 

水 災 害 リ ス ク 低 減 を 項 目 別 で 対 策 を ま と め る と 以 下 の 事 が 考 え ら れ ま す 。  

1、 氾 濫 を 出 来 る だ け 防 ぐ ・ 減 ら す た め の 対 策  

  ⑴ 洪 水 氾 濫 対 策  

  ⑵ 内 水 氾 濫 対 策  

  ⑶ 土 砂 災 害 対 策  

  ⑷ 高 潮 ・ 津 波 対 策  

  ⑸ 流 水 の 貯 留 機 能 の 拡 大  

  ⑹ 流 域 の 雨 水 貯 留 機 能 の 向 上  

２ 、 被 害 を 減 少 さ せ る た め の 対 策  

⑴水 災 害 ハ ザ ー ド エ リ ア に お け る 土 地 利 用 ・ 住 ま い の 工 夫  

⑵ま ち づ く り で の 活 用 を 視 野 に し た 土 地 の 水 災 害 リ ス ク 情 報 の 充 実  

⑶浸 水 範 囲 の 限 定 ・ 氾 濫 水 の 抑 制  

 

以 上 の う ち 研 究 課 題 の メ イ ン を １ ， ⑸ 流 水 貯 留 機 能 の 拡 大 と ⑹ 流 域 の 雨 水 貯 留

機 能 の 向 上 と 考 え ま し た 。  

 

国 の 方 で も こ の 広 範 囲 で の 治 水 の 考 え 方 は 重 要 だ と 捉 え て い て こ れ を 流 域 治 水

と 称 し て い ま す 。 こ の 流 域 治 水 に つ い て は 自 治 体 や 企 業 、 住 民 が 協 同 し て 河 川

の 流 域 全 体 で 治 水 力 を 高 め る 事 が 重 要 で 今 年 ４ 月 に 流 域 治 水 関 連 法 が 成 立 し て

い ま す 。  

 

こ の よ う な こ と か ら 流 域 の あ ら ゆ る 関 係 者 が 協 働 し て お こ な う 対 策 が 重 要 で す 。 

流 域 治 水 関 連 法 に 合 わ せ て 利 根 川 ・ 江 戸 川 流 域 治 水 プ ロ ジ ェ ク ト 、 小 貝 川 流 域

治 水 プ ロ ジ ェ ク ト が ま と め ら れ て い ま す 。  

 

先 に 述 べ た 2019 年 の 台 風 19 号 に お け る 10 月 14 日 12 時 ま で の 72 時 間 雨 量 に

つ い て 、 群 馬 県 西 牧 野 雨 量 観 測 所 で 496mm、 栃 木 県 葛 生 雨 量 観 測 所 で 416mm



を 観 測 し ま し た 。  

こ の 降 水 に よ り 、 栗 橋 水 位 観 測 所 に お い て 最 高 水 位 9.61m を 観 測 し 、 氾 濫 危 険

水 位 （ 8.90m） を 10 時 間 近 く 超 過 す る 大 規 模 な 洪 水 が 生 じ ま し た 。  

こ の 洪 水 に 対 し て 、4 つ の 調 節 池 で 過 去 最 大 と な る 合 計 約 2.5 億 ㎥（ 東 京 ド ー ム

約 200 杯 ）の 洪 水 を 貯 留 し 、台 風 19 号 に よ る 首 都 圏 の 洪 水 被 害 防 止 に 貢 献 し ま

し た 。  

守 谷 市 と 取 手 市 に ま た が る 稲 戸 井 調 節 池 は こ れ か ら も 工 事 の 必 要 が あ り 現 在 進

行 中 で あ り ま す 。  

こ の 調 節 池 は 国 が 管 理 し て い る の で プ ロ ジ ェ ク ト に 基 づ き 取 手 市 と し て 守 谷 市

と 連 携 し 国 に 対 し て さ ら な る 工 事 の 推 進 を お 願 い す べ き だ と 考 え ま す 。  

 

特 に 小 貝 川 に つ い て は 調 節 地（ 遊 水 地 ）が 少 な く 母 子 島 遊 水 地 が 主 な 施 設 で す 。   

こ れ は 昭 和  61 年 8 月 の 洪 水 で 冠 水 し た 母 子 島 、飯 田 、一 丁 田 、椿 宮 、小 釜 の  5 

集 落 に は 新 た に 盛 土 し た 造 成 地 に 移 転 し て も ら い 、そ の 跡 地 を 含 む 約  160ha を

堤 防 で 囲 み 、 遊 水 地 を 建 設 し ま し た 。  

母 子 島 遊 水 地 は 通 常 は 農 地 と し て 利 用 で き る が 、 小 貝 川 が 増 水 し た と き は 、 そ

の 水 を 遊 水 地 に 導 き 入 れ て 溜 め 込 み 、 洪 水 の 危 険 が 去 っ た 時 点 で 小 貝 川 に 戻 す

こ と で 、下 流 部 へ の 水 量 を 減 ら し 、小 貝 川 全 体 の 安 全 性 を 高 め ま す 。母 子 島 遊 水

地 に は 、 洪 水 時 に 約  500 万 ㎥ の 水 を 溜 め る こ と が で き ま す 。  

小 貝 川 流 域 治 水 プ ロ ジ ェ ク ト に 筑 西 市 の 旧 川 跡 を 利 用 し た 一 時 貯 水 施 設 整 備 が

検 討 中 と の こ と だ が 取 手 市 と し て は こ れ を 推 進 す る 様 に 働 き か け る べ き と 考 え

ま す 、  

市 の 安 心 安 全 対 策 課 に 問 い 合 わ せ た と こ ろ 鬼 怒 川 の 氾 濫 を 契 機 に ２ 年 前 に 減 災

対 策 協 議 会 が 立 ち 上 が っ て い て 連 携 を 強 化 し て い く 方 向 だ と い う こ と で し た 。  

 

つ ぎ に 雨 水 貯 留 機 能 の 向 上 と し て は 考 え ら れ る の は 「 田 ん ぼ 」 を 活 用 し た 貯 水

だ ろ う と 考 え ま す 。  

雨 を 一 時 的 に 水 田 に た め る 「 田 ん ぼ ダ ム 」 で あ る 。  

大 規 模 工 事 を 要 す る ダ ム や 堤 防 と 異 な り 水 田 に 器 具 を 設 け る 一 工 夫 で 洪 水 防 止

の 効 果 を 発 揮 す る の が 特 徴 で す 。  

 



す で に 、 新 潟 県 は 水 田 約 1 万 5 千 ヘ ク タ ー ル で 田 ん ぼ ダ ム に 取 り 組 ん で い て 、

11 年 に 県 内 を 襲 っ た 豪 雨 で は 新 潟 市 白 根 郷 地 区 で は 最 大 167 万 ト ン の 水 を た め

浸 水 面 積 を ３ 割 近 く 減 ら せ た と い う こ と が 実 証 さ れ て い ま す 。  

水 田 に 器 具 を 設 置 し て 管 理 す る の は 農 家 側 だ が 被 害 軽 減 の 恩 恵 を 受 け る の は 主

に 下 流 の 住 民 に な り ま す 。  

農 家 の 理 解 と 協 力 が 必 要 に な る が 各 流 域 市 町 村 が 連 携 し て 田 ん ぼ で の 貯 水 機 能

の 活 用 を 働 き か け る べ き と 提 言 し た い と 思 い ま す 。  

こ れ も 安 心 安 全 対 策 課 に 問 い 合 わ せ た と こ ろ 、 内 水 対 策 協 議 会 が 立 ち 上 が っ て

い る と の こ と で し た 。  

田 ん ぼ ダ ム に つ い て は 排 水 対 策 課 、 農 業 委 員 会 な ど の 連 携 が 必 要 に な る が 、 取

手 市 と し て は ま だ 動 い て い る 状 況 で は な い こ と が 確 認 出 来 ま し た 。  

総 務 委 員 会 と し て 行 政 内 各 課 の 連 携 が 早 急 に 動 く よ う に 働 き か け る 事 も 重 要 か

と 思 い ま す 。  

 

 

【 参 考 資 料 】  

 ○ 利 根 川 ・ 江 戸 川 流 域 治 水 プ ロ ジ ェ ク ト  

 ○ 小 貝 川 流 域 治 水 プ ロ ジ ェ ク ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



利根川・江戸川流域治水プロジェクト【位置図】
～我が国の社会経済活動の中枢を担う首都圏を抱える関東平野を守る流域治水の推進～

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、1都5県にまたがり、首都圏を擁
した関東平野を流域として抱える利根川・江戸川においても、事前防災対策を進める必要があり、以下の取り組みを実施していくこ
とで、国管理区間においては、利根川本川の堤防が決壊し、流域で甚大な被害が発生した戦後最大の昭和22年9月カスリーン台風と
同規模の洪水に対して資産の集中する首都圏中枢部での越水を防止し、流域における浸水被害の軽減を図る。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。※上図において氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策には危機管理対策等は含まれていない。 1
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幹線の整備、水田の貯留機能向上、開発許可での雨水貯留浸
透施設設置の義務付け） 等
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放水路整備

大津ダム 事前放流

事前放流

白砂ダム

事前放流

【森林整備センター】

森林の
整備・保全

中之条ダム

四万川ダム

事前放流等

事前放流

【群馬県】

【群馬県】

鍛冶屋
沢ダム

事前放流
名久田川

事前放流

堤防整備
河道掘削

ダム再編（容量振替）

河道掘削

調節池整備

河道掘削

事前放流

茂沢ダム

高台まちづくり推進

水災害リスク情報の充実

群馬県

砂防施設の整備

上野ダム

事前放流

大仁田ダム

道平川ダム

中木ダム

事前放流

坂本ダム

霧積ダム

事前放流等

事前放流

塩沢ダム

事前放流

神水ダム

事前放流

堤防整備

【森林整備センター】

森林の整備・保全

土砂災害対策

【栃木県】

早川ダム

事前放流

排水機場等整備

【関東農政局】
田んぼダム

【小山市】

権現堂調節池

事前放流

田んぼダム

【行田市】

間瀬ダム

事前放流

埼玉県土砂災害対策

【埼玉県】

事前放流事前放流

事前放流

【国】

排水施設の整備
（下水道）

【安中市】
【藤岡市】

防災公園・
防災体育館の整備

【藤岡市】

堤防整備・
浸透対策

【高崎市】

南摩ダム

高規格堤防整備

高台化

堤防の耐震対策

【東京都】

首都圏氾濫区域堤防強化対策（右岸）の整備イメージ図

防災教育の推進（出前講座）

利根川

ハザードマップの整備

砂防堰堤の整備

雨水浸透ます

雨水貯留タンク

雨水貯留浸透施設

藤岡市 防災公園イメージパース

決壊した利根川右岸堤防（埼玉県加須市）
（昭和22年9月16日撮影）

森林の整備・保全

立地適正化計画推進【船橋市の例】

まちづくりでの活用を視野にした
土地の水災害リスク情報の充実

【玉村町】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制等の強化
（ハザードマップ及びまるごとまちごとハザードマップの整備促進、水害リ
スク空白域の解消、要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進、講習
会等によるマイ・タイムライン普及促進、作成支援、地域住民や小・中学生
等を対象とした防災教育の推進）
防災公園、防災体育館の整備
早期復旧の体制強化
（自治体職員を対象とした水防活動訓練の実施）
情報発信の強化
（プッシュ型情報配信、防災無線等を活用した情報発信の強化、危機管理
型水位計、簡易型河川監視カメラの設置、水災害リスク情報の充実） 等

首都圏氾濫区域
堤防強化対策

【茨城県】

【国・都県・市区町村】

【高崎市】

堤防の耐震、高潮対策

【千葉県】

等

治山対策

【群馬県】

事前放流等

事前放流等

事前放流等

事前放流等

治山対策

【群馬県】

【群馬県】

【現在策定中】

【野木町】

Ｒ３.３策定



利根川・江戸川流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～我が国の社会経済活動の中枢を担う首都圏を抱える関東平野を守る流域治水の推進～

利根川では、流域全体を俯瞰し、国、県、市町等が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。
利根川本川及び支川については、堤防整備、河道掘削及び洪水調節施設の整備を実施し浸水被害の軽減を図る。
【短 期】 堤防整備、河道掘削等を行うとともに、国等においては首都圏氾濫区域堤防強化対策Ⅰ期、稲戸井調節池、思川開発事業を完成させる。また、千葉県において、大柏川第二調節池整備を完成

させる。早期復旧・復興のための対策として防災公園(藤岡市）及び防災体育館（高崎市）の整備を完成させる。
【中 期】 堤防整備、河道掘削等を引き続き推進し、国においては、利根川上流部において首都圏氾濫区域堤防強化対策Ⅱ期、利根川下流部において無堤部対策を完成させる。
【中 長期】 堤防整備、河道掘削、洪水調節容量の確保、江戸川流頭部の整備、砂防堰堤等の整備の実施により、流域全体の治水安全度向上を図る。
あわせて、我が国の社会経済活動の中枢を担う流域の特徴を踏まえた内水氾濫対策の強化（排水施設の整備等）及び流出抑制対策（雨水貯留浸透施設の整備、下水道整備、水田貯留等）を実施するとと
もに、被害対象を減少させるため、高台まちづくりを促進し、制度の充実による住まいの安全性向上や立地適正化計画の整備を推進する。
水災害リスク情報の充実、避難体制等の強化、関係者と連携した早期復旧の体制強化対策を実施。

区分 対策内容 実施主体

工程

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための
対策

利根川（烏・神流川を
含む）の洪水を安全に
流す対策

堤防整備 国・県

河道掘削 国・県

江戸川の洪水を安全
に流す対策

堤防整備 国・都県

河道掘削 国・県

洪水を貯める対策

洪水調節容量の確保 国・県

利水ダム等による事前放流の実施 国・県・水資源機構等

流出抑制対策 都県・区市町村

砂防施設の整備 いのちとくらしを守る土砂災害対策 国・県

被害対象を減少さ
せるための対策

土地利用や住まい方に関する対策 都県・区市町村

被害の軽減、早期
復旧・復興のため
の対策

避難体制等の強化 国・都県・区市町村

情報発信の強化 国・都県・区市町村

早期復旧の体制強化 国・都県・区市町村

防災公園及び防災体育館の整備 高崎市・藤岡市等

2

危機管理型水位計、簡易型河川監視カメラの設置、
プッシュ型情報発信

首都圏氾濫区域
堤防強化対策完了・

大柏川第二調節池整備完了

首都圏氾濫区域
堤防強化対策（Ⅰ期）完了

首都圏氾濫区域堤防強化対策（Ⅱ期）完了
利根川下流部の無堤部の堤防整備

土地利用規制、立地適正化計画の策定、高台・避難場所整備

マイ・タイムラインの普及促進、避難確保計画作成の促進

雨水貯留施設、雨水幹線の整備
水田の貯留機能向上

烏川調節池、田中調節池、
藤原・奈良俣ダム再編

稲戸井調節池・
思川開発完了

水防訓練等の実施

気候変動を踏まえた
更なる対策を推進

流頭部整備完了

防災公園・防災体育館整備完了

Ｒ３.３策定

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

■河川対策
全体事業費：
約９，５２７億円

対策内容
堤防整備、河道掘削、
調節池 橋梁架替 等

■砂防対策
全体事業費：
約１，５３９億円

※利根川水系直轄砂防事業、直轄地す
べり対策事業及び浅間山直轄火山砂防
事業として

対策内容
砂防堰堤、流路工、地滑
り対策 等

■下水道対策
全体事業費:
約１，０４３億円

対策内容
雨水幹線 調整池 等

※ ：対策実施に向けた調整・検討期間を示す。



※○○川 は、県、政令市管理河川の代表的な箇所（河川）を示したものである。
※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
※氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策には、危機管理対策等は含まれていない。

小貝川流域治水プロジェクト【位置図】
～地方都市の生活を支える抜本的な治水対策の推進～

■被害軽減、早期復旧・復興のための対策
・危機管理型水位計、簡易カメラの設置
・マイ・タイムライン普及促進
・広域避難計画の策定及び訓練
・ハザードマップの作成・周知
・要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進
・地域防災リーダーの育成
・水防災意識強化月間における集中的な普及・啓発活動の実施
・防災教育や防災知識の普及
・水防体制の強化
・緊急排水計画策定及び訓練
・水害リスク空白域の解消 等

Ｓ６１台風（茨城県筑西市）

Ｓ６１台風（茨城県常総市）

県 境

市町境

流域境

○ 令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、利根川水系小貝川においても、事前
防災対策を進める必要があり、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、小貝川本川の堤防が決壊し、流域で甚大
な被害が発生した戦後最大の昭和６１年８月洪水と同規模の洪水に対して、流域における浸水被害の軽減を図る。

■被害対象を減少させるための対策
・「安全なまちづくり」に向けた取組
立地適正化計画に基づき水害リスクの
低い地域への居住誘導区域設定 等

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・堤防整備、河道掘削、洪水調節施設の整備、
築堤、河道改修、河道掘削、遊水地整備
・土砂災害対策
・雨水貯留施設整備・透水性舗装・浸透枡 等

五行川芳賀遊水地

凡例
堤防決壊箇所（戦後最大の昭和61年台風）
浸水範囲（戦後最大の昭和61年台風）
国管理区間

地域防災リーダーの育成

地域連携防災訓練

河道整備（つくばみらい市） かわまちづくり
位置図

小
貝
川

R3.3策定



短期 中期 中長期

下流域の堤防整備、河道掘削　等

かわまちづくり

下館河川事務所・茨城県

結城市・下妻市・常総市・守谷市・

筑西市・つくばみらい市・八千代町

上流域の堤防整備、河道掘削　等 下館河川事務所

洪水調節施設の整備 下館河川事務所

支川の築堤、河道改修、河道掘削、遊水地

整備　等
栃木県・茨城県

雨水貯留施設整備・透水性舗装・浸透枡

宇都宮市・真岡市・さくら市・高根沢町・龍ケ崎市・下

妻市・常総市・取手市・つくば市・守谷市・筑西市・つく

ばみらい市

「安全なまちづくり」に向けた取組

立地適正化計画に基づき水害リスクの低い

地域への居住誘導区域設定

（作成済）宇都宮市、真岡市・芳賀町・下妻市・守谷

市・つくばみらい市

（作成中）常総市

土地利用規制（災害危険区域設定） 益子町

被害の軽減、

早期復旧・復興

のための対策

マイ・タイムライン普及促進・ハザード

マップ作成、周知・地域防災リーダーの育

成・防災教育や防災知識の普及　等

下館河川事務所・栃木県・茨城県・宇都宮市・真岡

市・さくら市・益子町・市貝町・芳賀町・高根沢町・龍ケ

崎市・下妻市・常総市・取手市・つくば市・守谷市・筑

西市・つくばみらい市

氾濫をできるだけ

防ぐ・減らす

ための対策

被害対象を減少

させるための対策

区分 対策内容 実施主体
工程

小貝川流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～地方都市の生活を支える抜本的な治水対策の推進～

R3.3策定

●小貝川では、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、国、県、市町が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。

【短 期】本川は下流域より堤防整備、河道掘削、貯留施設の整備を実施し、支川では河道改修・遊水地整備を実施。
安全なまちづくり(立地適正化計画に基づく防災指針の検討等)の策定

【中 期】本川下流域の堤防整備、河道掘削を実施。

【中長期】本川上流域の堤防整備、河道掘削及び洪水調節施設の整備を実施。
内水被害軽減対策(雨水貯留施設の新設等)等の流域における対策、タイムラインの活用等を実施。

気候変動を踏まえた
更なる対策を推進

洪水調節施設整備完了

堤防整備・河道掘削完了

■河川対策
全体事業費 約５０８億円
対策内容 堤防整備、河道

掘削、洪水調節
施設の整備 等

■下水道対策
全体事業費 約４２億円
対策内容 雨水貯留施設整

備 等

旧川跡を活用した
貯留施設整備（筑西市）

五行川芳賀遊水地完了

立地適正計画策定（常総市）

堤防整備・河道掘削完了

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。 ※■■■■■：対策実施に向けた調整・検討期間を示す。



水 害 に 関 す る （ 発 生 前 ・ 中 ） の 避 難 行 動 等 に つ い て  

 小 堤   修  

 

情 報 収 集 後 、 避 難 行 動 を 起 こ し 安 全 な 場 所 で の 避 難 を テ ー マ に 調 査 研 究 し

た 。  

避 難 行 動  １  マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン  

     ２  避 難 所 へ の 行 動 等  

     ３  避 難 所 の 体 制  

○ は じ め に  

  今 年 も 梅 雨 末 期 か ら の 記 録 的 な 大 雨 等 に よ る 災 害 が 全 国 各 地 で 発 生 し 、

尊 い 命 が 犠 牲 に な っ て い る 。  

  「 災 害 と は 何 か ？ 」 と 考 え た 場 合 、 人 の 手 で は 抑 え き れ な い よ う な 出 来

事 が 発 生 し 、 多 く の 人 命 が 危 険 に さ ら さ れ て い る 状 況 と 私 は 考 え る 。 災 害

対 応 に は 、 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 と い う 言 葉 が あ る 。 報 道 で は 「 命 を 守 る 行 動

を ！ 」 と 盛 ん に 繰 り 返 し て い る 。「 公 助 」 は す ぐ 来 な い 、 支 え 合 い 助 け る

と い う 「 共 助 」 に は 脆 弱 な 部 分 も あ る 。「 自 助 」 と い う 自 分 の 身 は 自 分 で

守 る 、 こ の こ と に 尽 き る と 思 う 。  

  で は 、「 自 助 」 と は 「 自 分 ご と 」 と し て 捉 え 、 自 分 が そ の よ う な 事 象 に

遭 遇 し た ら ど う し た ら い い の か ？ イ メ ー ジ し て み る こ と が 大 切 で あ る 。  

  つ ま り 、 ど れ ぐ ら い 危 機 管 理 が で き る か が 運 命 の 別 れ 道 で も あ る 。 危 機

管 理 と は 、 自 分 に 降 り か か る 危 険 を 前 も っ て 意 識 で き る か 、「 転 ば ぬ 先 の

杖 」 と い う 諺 に 置 き 換 え る こ と も で き る 。 そ の 意 識 を 持 つ に は 、「 ～ だ ろ

う 」 で は な く 、「 ～ か も し れ な い 」 と い う 考 え 方 に 替 え な け れ ば な ら ず 、

普 段 か ら 意 識 し て い る こ と が 肝 要 で あ る 。「 危 機 」 に は 、 英 語 で 「 リ ス

ク 」 と 「 ク ラ イ シ ス 」 が あ る 。「 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 」 は 迫 っ て い る 危 機

を 回 避 す る こ と で あ り 、「 ク ラ イ シ ス マ ネ ジ メ ン ト 」 は 起 こ っ て し ま っ た

危 機 に お い て 被 害 を 最 小 限 に お さ え る こ と で あ る 。 大 雨 に よ る 被 害 回 避 の

場 合 は 、「 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 」 と い う こ と に な る 。  

  地 球 温 暖 化 に よ る 気 候 変 動 は 、 世 界 各 地 に さ ま ざ ま な 自 然 災 害 と し て 大

き な 被 害 を も た ら し て い る 。 世 界 中 の 人 々 が 一 丸 と な っ て 取 り 組 ん で 行 か

な け れ ば な ら な い 喫 緊 の 課 題 で あ る 。 我 が 取 手 市 で も 、 昨 年 ８ 月 に 「 気 候



非 常 事 態 宣 言 」 を 表 明 し 、 行 政 と 市 民 が 連 携 し て こ の 問 題 に 取 り 組 ん で 行

く こ と に な っ た 。  

  こ こ で は 、 災 害 に 対 す る 考 え 方 の 「 自 助 」「 共 助 」「 公 助 」 の う ち 「 自

助 」 に つ い て 、 特 に 水 害 時 に お け る 「 自 分 の 命 を 守 る た め の 避 難 」 に つ い

て 考 え て 行 き た い 。 以 下 の 調 査 研 究 結 果 に つ い て は 、 そ の 過 程 に お い て 総

務 部 安 全 安 心 対 策 課 へ 質 問 し 回 答 を い た だ い て お り 、 そ れ ら を 反 映 さ せ て

い る こ と を あ ら か じ め 述 べ て お く 。  

 

１  マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン  

 ⑴  自 治 体 が 作 る タ イ ム ラ イ ン  

   予 測 行 動 の 重 要 性 に つ い て 、 過 去 の 経 験 を も と に 、 国 土 交 通 省 と 連 携

し 時 間 経 過 と 共 に 取 る べ き 行 動 の 計 画 を 策 定 し て お く こ と が 推 進 さ れ 浸

透 し つ つ あ る 。 ２ ０ １ ９ 年 １ １ 月 末 時 点 で 、 対 象 と な る １ １ ８ ０ 市 町 村

中 、 約 ６ ２ ％ の ７ ３ ２ 市 町 村 が 作 成 済 み で あ る 。 国 管 理 河 川 に つ い て の

タ イ ム ラ イ ン は 、 既 に 全 国 ７ ３ ０ 市 町 村 す べ て で 作 成 完 了 し て い る 。  

 ⑵  マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン と は  

   自 治 体 が 作 る タ イ ム ラ イ ン に 対 し 、 地 域 居 住 者 の 各 家 庭 で 自 分 の 命 を

守 る た め に 予 め 避 難 行 動 を 時 系 列 で 考 え 書 き だ し て お く も の が 「 マ イ ・

タ イ ム ラ イ ン 」 で あ る 。 平 成 ２ ７ 年 の 関 東 ・ 東 北 豪 雨 で 多 く の 人 が 逃 げ

遅 れ た 反 省 か ら 、 茨 城 県 と 栃 木 県 の 両 県 ２ ４ 市 町 な ど が 住 民 の 声 も 取 り

入 れ 早 目 の 行 動 に 繋 げ る 方 法 と し て 体 系 化 し た 。 国 土 交 通 省 下 館 河 川 事

務 所 は 平 成 ２ ９ 年 、 大 人 も 使 え る 小 中 学 生 向 け の 普 及 ツ ー ル 「 逃 げ キ ッ

ド 」 を ウ ェ ブ サ イ ト に 公 開 し て い る 。（ 資 料 １ 参 照 ）  

 ⑶  マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン の 必 要 性  

   自 然 災 害 は 、 地 震 ・ 津 波 ・ 洪 水 ・ 土 砂 災 害 ・ 竜 巻 な ど 、 私 達 が 予 知 や

予 想 の で き な い こ と が 多 く 、 そ の 度 尊 い 命 が 犠 牲 に な っ て い る 。 そ の 中

で 、 災 害 の 発 生 が 比 較 的 予 想 で き 起 こ る だ ろ う と 思 わ れ る 災 害 に 準 備 で

き る の が 水 害 で あ る 。 河 川 で あ れ ば 、 ど れ ぐ ら い 雨 が 降 れ ば 、 ど れ ぐ ら

い 後 に ど れ ぐ ら い 増 水 す る か が 予 想 で き る こ と か ら 、 避 難 行 動 の 目 安 が

判 断 で き 、「 命 を 守 る 」 行 動 を 取 る こ と が 可 能 で あ る 。 平 時 か ら 避 難 経

路 や 備 蓄 品 を 点 検 す る こ と と 同 時 に 家 庭 で マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン を 作 成 す



る こ と が 重 要 で あ る 。  

 ⑷  マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン の 作 成  

   い き な り マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン を 作 ろ う と し て も 、 何 を ど う し て い い の

か 分 か ら な い 、 実 際 に 水 害 に 遭 っ た こ と が な い の で イ メ ー ジ が 湧 か な い

な ど と い う 人 が ほ と ん ど と 思 わ れ る 。 そ の よ う な 人 の た め に 、 各 自 治 体

や 国 土 交 通 省 関 東 地 方 整 備 局 下 館 河 川 事 務 所 で は 、 鬼 怒 川 ・ 小 貝 川 上 流

域 （ 下 流 域 ） 大 規 模 氾 濫 に 関 す る 減 災 対 策 協 議 会 編 集 の 丁 寧 な パ ン フ レ

ッ ト を 用 意 し 、 作 成 の た め の 講 習 会 な ど も 開 催 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑸  地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 等 （ 自 主 防 災 組 織 等 ）  

   取 手 市 に は １ ４ ３ の 自 治 会 ・ 町 内 会 が あ り 、 そ の 中 で ９ ０ の 自 主 防 災

会 が 組 織 さ れ て い る 。 残 念 な が ら 未 結 成 の 地 域 も あ る 。「 自 分 た ち の ま

ち は 、 自 分 達 で 守 る 」 と い う 考 え の も と 、 い ざ と い う 時 は も ち ろ ん 、 普

段 か ら 防 火 防 災 に 力 を 入 れ 、 地 域 住 民 の 防 災 意 識 を 高 揚 さ せ る た め 、 地

道 な 活 動 に 取 り 組 ん で い る 組 織 も あ る 。「 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 」 の 共 助 の

部 分 を 支 え る 組 織 で あ り 、 高 齢 化 社 会 の 中 な く て は な ら な い も の で あ

る 。  

２ ０ １ ４ 年 １ １ 月 長 野 県 白 馬 村 付 近 を 震 源 と す る 大 地 震 「 長 野 県 神 城

      

（ 図 １ ）  



断 層 地 震 」 が 発 生 し 大 き な 被 害 が 出 た が 、 一 人 の 犠 牲 者 も 出 さ な か っ

た 。『 白 馬 の 奇 跡 』 と 呼 ば れ た 。 長 野 県 は 、 普 段 か ら 地 震 が 多 く こ の 地

域 で は 「 近 助 」 と い う 助 け 合 い ・ 支 え 合 い の 意 識 が 高 く き ち ん と し た 組

織 が 作 ら れ て い た こ と も 、 そ の 要 因 の ひ と つ で あ る 。 ま さ し く こ の 支 え

合 い 、 つ ま り 「 共 助 」 と い う こ と で あ る 。 地 震 で 家 が つ ぶ れ た り 傾 い た

家 、 そ の 家 に は 何 人 い て 、 ど の 部 屋 に お 年 寄 り が 居 る と い う こ と は 、 近

所 の み ん な が 知 っ て い た わ け で 、 そ の 部 分 を 捜 索 し い ち 早 く 救 助 し て 廻

っ た こ と が 功 を 奏 し た の で あ る 。  

   （ 表 １ ）       長 野 県 神 城 断 層 地 震 の 概 要  

平 成 ２ ６ 年 １ １ 月 ２ ２ 日 ２ ２ 時 ８ 分 頃 発 生  

マ グ ニ チ ュ ー ド ６ ． ７ （ 震 度 ６ 弱 ）  

全 壊    ８ １ 棟  死 亡  な し  

半 壊   １ ７ ２ 棟  重 傷    ８ 名  

一 部 損 壊  １ ８ ２ ８ 棟  軽 傷  ３ ８ 名  

こ れ は 、 震 災 だ け で な く 水 災 の 時 で も 同 じ で あ り 、 自 主 防 災 組 織 と い

う 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 存 在 が 肝 要 で あ る 。 他 市 、 他 県 か ら 移 住 し て き た

世 帯 か ら 成 る 地 域 に も 、 し っ か り と し た 自 主 防 災 組 織 が 必 要 で あ る こ と

は 言 う ま で も な い 。  

 ⑹  支 え 合 い  

   普 段 か ら の 何 気 な い ひ と 言 や 会 話 が 人 と 人 の 心 を つ な ぐ も の で あ り 、

い ざ と い う 時 高 齢 者 や 障 が い の あ る 方 の 心 の 支 え に な る 。 災 害 か ら 誰 一

人 取 り 残 さ な い と い う 信 念 の も と 、 普 段 か ら 支 え 合 う 気 持 ち の 醸 成 が 必

要 で あ り 求 め ら れ る と こ ろ で あ る 。 災 害 全 般 に 関 し て 言 え る こ と は 、 組

織 立 っ た 安 否 確 認 や 組 織 立 っ た 救 出 救 助 が で き る よ う 普 段 か ら 準 備 し て

お く べ き で あ る 。 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー を 中 心 と し た 組 織 づ く り や 「 共

助 」 活 動 等 の さ ら な る 活 性 化 が 望 ま れ る 。  

 ⑺  取 手 市 の 場 合  

   水 害 の 場 合 、 他 の 災 害 と 比 較 し て 時 間 的 予 測 が つ く こ と か ら 、 避 難 に

関 す る 時 系 列 的 な 個 々 の 計 画 を 立 て て お く 必 要 が あ る こ と は ⑴ で 述 べ た

と お り で あ る 。 マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン に つ い て は 、 市 民 に ど の く ら い 浸 透

し て い る の だ ろ う か ？ マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン 作 成 講 習 会 の よ う な も の は 、



今 ま で に 何 件 開 催 さ れ た の だ ろ う か ？ 小 学 校 、 中 学 校 、 高 校 で も 行 わ れ

て い る の か ？ 安 全 安 心 対 策 課 に 聞 い て み た 。  

     （ 表 ２ ）  マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン 作 成 講 座 実 施 状 況  

地 区 単 位  ２ ０ 回  

小 中 学 校    ３ 回  

   市 で は 、 来 年 度 上 半 期 に 各 自 主 防 災 会 長 に 対 し 、 マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン

の 普 及 促 進 を 計 画 し て い る と の こ と で あ る 。  

⑻  課 題 ・ 検 討 事 項 等  

   旧 取 手 市 は 、 東 西 に 北 相 馬 台 地 が 形 成 さ れ て い る が 、 谷 津 田 の 部 分 や

東 部 地 域 等 に は 低 地 が あ り 利 根 川 ・ 小 貝 川 の 堤 防 決 壊 及 び 越 水 に よ る 水

害 、 内 水 氾 濫 に よ る 水 害 の 危 険 性 が あ る 。  

   ま た 、 旧 藤 代 町 に お い て は 、 歴 史 が 物 語 る よ う に 過 去 何 回 も 小 貝 川 の

堤 防 決 壊 に よ る 大 水 害 に み ま わ れ て い る 。  

   現 在 、 地 域 防 災 計 画 に 対 応 及 び 活 動 要 領 な ど が 定 め ら れ て お り 、 昨 年

最 新 の ハ ザ ー ド マ ッ プ を 市 民 全 戸 へ 配 付 し た と こ ろ で あ る 。 水 害 の 危 険

性 を 市 民 へ 周 知 し て い る が 、 ま だ ま だ 他 人 ご と と 感 じ て い る 人 や 水 害 に

つ い て イ メ ー ジ で き な い 人 が 少 な く な い と 私 は 感 じ る 。  

   こ の よ う な こ と か ら 、 以 下 の 課 題 等 が 考 え ら れ る 。  

ア  市 、 警 察 、 消 防 、 自 衛 隊 等 公 的 機 関 は 「 公 助 」 と い う 部 分 で 、 住 民

や そ こ で 働 く 人 々 が 水 害 に 遭 っ た ら ど う 対 処 す べ き か 、 ど う 活 動 し な

け れ ば な ら な い か 考 え て い る が 対 応 に は 限 界 が あ る こ と か ら 、 行 政 任

せ に す る の で は な く 、 危 機 管 理 の 元 に お い て 個 々 で 計 画 を 立 て て お く

必 要 が あ る 。  

イ  避 難 行 動 は 、 安 全 の 元 に 行 う の が 鉄 則 で あ る が 、 そ の 行 動 は そ れ ぞ

れ 家 族 構 成 や 家 の 立 地 条 件 等 さ ま ざ ま に 異 な る 。 水 害 は 自 分 ご と と し

て 、 い ざ と い う 時 の た め 家 族 と 話 し 合 い な が ら 、 職 場 で 話 し 合 い な が

ら 「 マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン 」 を 作 成 し て お く こ と が 重 要 で あ り 、 ど の よ

う に し て 推 進 し て 行 く か が 行 政 の 課 題 で あ る 。  

  ※ 取 手 市 東 部 及 び 北 部 等 の 市 政 協 力 員 、 自 主 防 災 会 、 民 生 委 員 を 対

象 と し た 水 害 に 関 す る 市 民 大 学 講 座 を １ ２ 月 、 ２ 月 、 ３ 月 に 行 う

予 定 で あ る 。  



 

２  避 難 所 へ の 行 動 等  

 ⑴  避 難 所 と は  

   避 難 所 と い っ て も 、 そ の 時 々 に 応 じ た 避 難 所 が あ る 。 以 下 、 揚 げ た ５

つ の 避 難 所 体 系 が あ る 。  

  ア  一 時 避 難 所 （ 戸 頭 地 区 ）  

    震 災 や 水 災 等 の 災 害 が 発 生 し た 時 、 ま ず 避 難 場 所 へ 行 く 前 段 階 と し

て 、 近 所 に 身 を 寄 せ 合 い 様 子 を 見 る よ う な 場 所 が あ る と 、 少 し 不 安 が

解 消 さ れ 自 分 の 情 報 だ け で な く 集 ま っ た 人 々 の 情 報 を 整 理 し 、 次 へ の

行 動 や 方 針 を 固 め る こ と が で き る 。 個 人 で デ マ に 振 り 回 さ れ る こ と を

回 避 で き る メ リ ッ ト も あ る 。 こ の よ う な 場 所 は 、 初 動 の 時 点 に お い て

重 要 で あ り 、 こ れ を 率 先 し て 自 家 の 元 店 舗 部 分 を 提 供 す る こ と と し て

い る 所 が 戸 頭 団 地 内 に あ る 。 大 変 貴 重 な あ り が た い こ と で あ る 。  

  イ  避 難 場 所 ・ 避 難 所  

    震 災 時 は 、 市 内 ３ ５ 箇 所 を 避 難 場 所 と し て 地 域 防 災 計 画 の 中 で 指 定

し て い る 。 主 に 小 中 学 校 が 指 定 さ れ 、 避 難 場 所 に 向 か う 地 域 も 定 め ら

れ て お り 、 概 ね 避 難 場 所 が 避 難 所 と し て 機 能 す る よ う に な っ て い る 。

（ 地 域 防 災 計 画 震 災 編 １ ９ ４ ～ １ ９ ８ ペ ー ジ 参 照 ）  

    【 水 害 時 】  

 地 域 防 災 計 画 風 水 害 等 対 策 編 で 第 １ 次 ・ 第 ２ 次 ・ 緊 急 に 分 け て 指

定 し て い る 。 第 １ 次 の 場 合 は 、 決 壊 等 が 利 根 川 と 小 貝 川 に 分 け て 指

定 さ れ て い る 。（ 地 域 防 災 計 画 風 水 害 編 ３ － １ ～ ３ － ４ ペ ー ジ 参 照 ）  

   ※ 避 難 所 は 、 そ こ で あ る 一 定 の 時 間 ・ 日 数 生 活 す る こ と に な る 。 昨 今

の よ う に コ ロ ナ 対 策 を し な が ら 、 避 難 所 生 活 を す る こ と が 求 め ら れ

る た め 、 今 ま で の よ う な 避 難 所 運 営 で は な く 、 新 た な 条 件 や 要 素 を

取 り 入 れ た か た ち が 必 要 と な っ て き て い る 。  

    （ 表 ３ ）       水 害 時 の 避 難 所 指 定  

第 １ 次 水 害 時 避 難 場 所 及 び 避 難 所  １ ３ 箇 所  

第 ２ 次 水 害 時 避 難 場 所 及 び 避 難 所   ５ 箇 所  

水 害 時 緊 急 避 難 場 所  １ ５ 箇 所  

※ 福 祉 避 難 所   ９ 箇 所  



  ウ  広 域 避 難  

    震 災 時 は 公 園 や ス ポ ー ツ セ ン タ ー な ど ７ 箇 所 が 指 定 さ れ て い る が 、

水 害 発 生 時 の 広 域 避 難 は 指 定 さ れ て い な か っ た 。 平 成 ２ ７ 年 ９ 月 関

東 ・ 東 北 豪 雨 や 平 成 ３ ０ 年 ７ 月 豪 雨 を 踏 ま え 、 鬼 怒 川 及 び 小 貝 川 下 流

域 で 大 規 模 水 害 が 発 生 し た 場 合 に 、 自 分 が 住 ん で い る 市 町 の 境 界 を 越

え て 他 の 市 町 に 避 難 す る 計 画 が で き た 。「 逃 げ 遅 れ ゼ ロ 」 を 目 的 と し

て で き た 計 画 で あ り 、 令 和 元 年 ５ 月 に 鬼 怒 川 ・ 小 貝 川 下 流 域 １ ３ 市 町

に よ る 大 規 模 水 害 時 の 広 域 避 難 に 関 す る 協 定 が 締 結 さ れ た 。 取 手 市

は 、 小 貝 川 流 域 市 町 の 対 象 と さ れ 、 藤 代 中 及 び 藤 代 南 中 が 避 難 対 象 の

人 々 を １ 次 ・ ２ 次 ・ ３ 次 の 区 分 に 従 い 、 つ く ば み ら い 市 、 守 谷 市 、 坂

東 市 等 に 避 難 す る こ と に な る 。（ 地 域 防 災 計 画 風 水 害 編 ６ ４ － １ ～ ５

ペ ー ジ 参 照 ） こ の 広 域 避 難 は 、 原 則 自 家 用 車 に よ る 避 難 で あ る が 、 令

和 元 年 の 台 風 １ ９ 号 の 時 は 、 境 町 か ら 坂 東 市 の 坂 東 総 合 高 校 や 古 河 市

の 総 和 工 業 高 校 へ バ ス １ １ 台 で ２ １ ９ ４ 人 の 住 民 を 避 難 さ せ た と い う

記 事 を 新 聞 で 読 ん だ 。  

エ  そ の 他 の 避 難 所  

    地 域 防 災 計 画 に は 指 定 さ れ て い な い が 、 指 定 避 難 所 の 収 容 人 員 が 超

え る お そ れ が あ る 場 合 、 公 民 館 や 福 祉 会 館 な ど 避 難 所 と し て 利 用 可 能

な 公 共 施 設 は ２ ７ 施 設 （ 水 害 時 １ ０ 施 設 ）、 地 域 住 民 に よ る 運 営 と な

る 集 会 所 や 自 治 会 館 等 身 近 な 避 難 所 と し て 利 用 可 能 な 場 所 は ２ ９ 施 設

（ 水 害 時 １ ０ 施 設 ） あ る 。（ 令 和 ２ 年 ４ 月 安 全 安 心 対 策 課 の 調 査 結 果

よ り ）  

ま た 、 自 然 災 害 と 感 染 症 拡 大 の 複 合 災 害 を 起 こ さ な い た め 、 さ ま ざ

ま な 場 所 で 身 を 守 る 「 分 散 避 難 」 の 観 点 か ら 、 避 難 所 の 他 に 安 全 な 場

所 の 親 戚 や 友 人 宅 、 在 宅 （ 垂 直 ） 避 難 、 車 中 泊 、 ホ テ ル ・ 旅 館 な ど の

選 択 肢 が 上 げ ら れ る 。 予 め 避 難 先 を 決 め て お き 、 躊 躇 せ ず 行 動 す る こ

と が 大 事 で あ る が 、 危 険 が 迫 り 他 に 選 択 肢 が 無 け れ ば 、 コ ロ ナ 禍 で も

迷 わ ず 避 難 所 へ 行 く べ き で あ る 。  

 ⑵  避 難 所 数  

   公 的 に 行 政 が 地 域 防 災 計 画 で 指 定 し て い る 避 難 所 は 、 ⑴ エ で 述 べ た よ

う に ３ ５ 箇 所 で あ る 。 こ の 数 が 適 正 で あ る か ？ 昼 と 夜 の 人 口 、 高 齢 者 等



い ろ い ろ な 要 素 を 基 に 再 度 検 討 す る こ と が 望 ま れ る 。 災 害 の 種 類 に よ っ

て も 当 然 違 っ て こ な け れ ば な ら な い 。 現 在 、 地 域 防 災 計 画 で は 、 風 水 害

の 場 合 、 震 災 の 計 画 を 準 用 す る と い う 項 目 が 多 い が 、 避 難 す る 所 が 浸 水

し て し ま う 地 域 で は 意 味 が な い 。 指 定 避 難 所 で は な い 場 所 に 自 主 避 難 す

る 場 合 、 浸 水 す る 深 さ よ り 上 階 に 避 難 と い う こ と も 考 え ら れ る が 、 そ こ

に 水 が 引 く ま で 居 続 け ら れ る の か ？ 物 資 の 供 給 や 急 病 人 の 対 応 な ど さ ま

ざ ま な こ と が ク リ ア で き な け れ ば な ら な い 。 こ の よ う な こ と も 考 慮 し た

う え で の 避 難 判 断 と な る 。  

 ⑶  避 難 所 ま で の 距 離  

   水 害 の 場 合 、 た と え マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン に 従 い 早 目 の 避 難 行 動 を 開 始

し て も 、 避 難 所 に 辿 り つ く に は ど の く ら い 時 間 を 要 す る の か 、 距 離 は ど

れ ぐ ら い か 。 大 人 と 子 ど も 、 高 齢 者 、 障 が い の あ る 方 な ど 避 難 す る 人 々

は さ ま ざ ま で あ り 、 そ れ ぞ れ の 人 に 応 じ た 避 難 所 の 指 定 が 望 ま れ る 。 高

齢 者 や 妊 娠 し て い る 人 な ど 比 較 的 医 療 を 必 要 と す る 避 難 者 に 対 し て は 、

避 難 先 か ら 福 祉 避 難 所 へ の 移 転 が 検 討 さ れ る 。 つ ま り 、 福 祉 避 難 所 の 開

設 は 、 最 初 か ら で は な い 。  

 ⑷  避 難 方 法  

   避 難 所 へ の 避 難 方 法 ・ 手 段 に よ っ て も 避 難 の 仕 方 が 変 わ っ て く る と 思

わ れ る 。 ⑶ で さ ま ざ ま な 人 が 避 難 す る な か で 、 自 力 歩 行 で き る 人 、 補 助

が あ れ ば 自 力 歩 行 出 来 る 人 、 介 助 を 必 要 と す る 人 等 さ ま ざ ま で あ り 、 早

目 の 避 難 を 行 政 は 呼 び 掛 け る こ と が 最 も 重 要 で あ る 。  

   コ ロ ナ 禍 の 中 、「 密 」 を 避 け る た め 、 車 で 避 難 所 で は な い 所 へ 避 難 す

る 「 車 中 避 難 」 も 選 択 肢 の ひ と つ で あ る が 、 豪 雨 時 の 屋 外 異 動 は 危 険 で

あ り 、 渋 滞 に よ り 逃 げ 遅 れ る お そ れ も あ る 。 高 台 や 浸 水 し な い 安 全 な 場

所 な ら 、 一 時 的 避 難 場 所 と し て 検 討 で き る が 、 国 と し て は 推 奨 し な い と

の こ と で あ る 。  

 ⑸  避 難 の 情 報 と タ イ ミ ン グ  

   内 閣 府 は 、 令 和 ３ 年 ５ 月 新 た な 避 難 情 報 体 系 を ま と め た 。 こ れ ま で

「 避 難 指 示 」 と 「 避 難 勧 告 」 に 分 か れ て い た 情 報 が 「 避 難 指 示 」 に 一 本

化 さ れ た 。  

 



  （ 表 ４ ）        新 し い 避 難 レ ベ ル 一 覧 表  

警 戒 レ ベ ル  

（ １ ～ ５ ）  

行 動 を 促 す 情 報  

状   況  住 民 が 取 る べ き 行 動  避 難 先 例  

レ ベ ル ５  

 緊 急 安 全 確 保  
災 害 発 生 又 は 切 迫  

命 の 危 険  直 ち に 安 全

確 保 ！  

少 し で も 浸 水 し に く

い 高 い 場 所 、崖 か ら 少

し で も 離 れ た 部 屋  

警 戒 レ ベ ル ４ ま で に 必 ず 避 難 ！  

レ ベ ル ４   

避 難 指 示  

※ 避 難 勧 告 は 廃 止  

災 害 の お そ れ 高 い  
危 険 な 場 所 か ら 全 員 避

難  

指 定 避 難 場 所 、自 主 的

な 避 難 先 、自 宅 な ど の

上 層 階  

レ ベ ル ３  

 高 齢 者 等 避 難  
災 害 の お そ れ あ り  

危 険 な 場 所 か ら 高 齢 者

等 は 避 難  

指 定 緊 急 避 難 場 所 、自

主 的 な 避 難 先 、自 宅 等

の 上 層 階  

レ ベ ル ２  

 大 雨・洪 水・高 潮

注 意 報  

気 象 状 況 悪 化  自 ら の 避 難 行 動 を 確 認   

レ ベ ル １  

 早 期 注 意 情 報  

今 後 気 象 状 況 悪 化

の お そ れ  

災 害 へ の 心 構 え を 高 め

る  
 

行 政 発 表 の 避 難 情 報 に 従 い 行 動 す る の は 勿 論 で あ る が 、 今 年 ６ 月 か ら

気 象 庁 で 発 表 し て い る 線 状 降 水 帯 情 報 や 国 交 省 河 川 ラ イ ブ カ メ ラ 情 報 、

マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン の 活 用 等 、 根 拠 に 基 づ い た 自 分 の 詳 細 な 避 難 開 始 の

タ イ ミ ン グ を 決 め て お く こ と で あ る 。 大 雨 に よ る 土 砂 災 害 の リ ス ク や 河

川 の 洪 水 リ ス ク に つ い て 、 危 険 度 が 高 ま っ て い る 地 域 を ５ 段 階 の 色 分 け

で 表 示 す る 「 キ キ ク ル 」 と い う 気 象 庁 の ウ ェ ブ サ イ ト も 活 用 し た い 。 危

険 を 肌 で 感 じ て 何 と な く 今 か ？ と 思 い 避 難 開 始 で は 、 避 難 で き な く な る

お そ れ が あ る 。 平 時 以 上 の 危 機 管 理 の も と 、 マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン を 自 分

の 指 標 と し て 行 動 す る こ と が 重 要 で あ る 。 避 難 時 は 、 ひ と り で は な く 家

族 や 近 所 の 人 と 複 数 で 避 難 す る よ う に し た い 。  

 ⑹  そ の 他 の 避 難  



   避 難 は 、 避 難 所 へ 向 か う だ け が 避 難 で は な い 。「 命 を 守 る 行 動 」 が 最

重 要 ・ 最 優 先 で あ り 、 ⑴ オ で 述 べ た よ う に 親 戚 や 友 人 宅 な ど の 「 分 散 避

難 」、 若 し く は 避 難 が 急 き ょ 無 理 に な っ た 場 合 は 、 自 宅 の 上 階 が 浸 水 し

な い 安 全 な 高 さ で あ れ ば 「 垂 直 避 難 」 す る こ と も 考 え て お く 必 要 が あ

る 。  

 ⑺  避 難 時 の 注 意 点 等  

   た と え マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン を 作 成 し て い て 早 目 の 避 難 行 動 を 開 始 で き

て も 、 豪 雨 や い つ も と は 異 な る 降 水 量 の 場 合 の 避 難 は 、 昼 の 場 合 も あ れ

ば 夜 の 場 合 （ な る べ く 避 け た い ） も あ り 得 る 。 普 段 か ら 通 り 慣 れ て い る

道 で も 、 蓋 の な い 側 溝 や 小 さ な 澪 の よ う な 小 川 が 見 え な く な る ほ ど の 豪

雨 、 雨 は 止 ん で い て も 様 相 が 変 わ っ て い る 道 路 状 況 の 中 で の 避 難 に は 最

新 の 注 意 を 払 わ な け れ ば な ら な い 。 以 下 は 、 国 土 交 通 省 か ら 出 て い る 避

難 時 の 注 意 点 で あ る 。（ 資 料 ２ 参 照 ）  

 ⑻  取 手 市 の 場 合  

   利 根 川 、 小 貝 川 の 両 河 川 の 浸 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ を 確 認 し て も 、 浸 水 に

よ る 甚 大 な 被 害 が 予 想 さ れ る の は 、 小 文 間 地 域 の 台 地 を 除 く 取 手 東 部 地

域 及 び 藤 代 の ほ と ん ど の 地 域 で あ る 。 過 去 の 小 貝 川 決 壊 を 調 べ る と 、 当

時 の 人 家 （ 旧 藤 代 町 地 区 ） の 軒 下 に は 笹 舟 の よ う な 細 長 い 木 造 の 小 さ な

舟 が 掛 け ら れ て い た 。 こ の 舟 は 、 度 重 な る 水 害 に 避 難 用 と し て 各 家 で 備

え て い た も の で あ る 。 水 害 と 住 民 に 関 し て は 、 濃 尾 平 野 の 輪 中 地 域 が 有

名 で あ る 。  

   ま た 、 内 水 に よ る 水 害 も 発 生 す る 。 こ れ は 、 利 根 川 又 は 小 貝 川 が 増 水

し 普 段 は 開 い て い る 樋 管 を 閉 め た 場 合 、 市 街 地 （ 堤 防 の 内 側 ） に 降 っ た

雨 水 を 河 川 に 流 す こ と が 出 来 な く な る た め 、 市 街 地 、 田 畑 等 に 排 水 不 能

と な っ た 雨 水 が 溢 れ だ し 床 上 ・ 床 下 浸 水 に な っ て し ま う 。 そ の た め 、 取

手 市 は 、 平 成 ２ ９ 年 ４ 月 に 高 排 水 能 力 を 有 す る ポ ン プ 車 を 導 入 し て 大 雨

に よ る 内 水 氾 濫 時 に 備 え て い る 。  

 ⑼  課 題 ・ 検 討 事 項 等  

   前 述 の 地 域 に あ っ て は 、 毎 年 梅 雨 期 か ら 台 風 シ ー ズ ン が 終 わ る ま で 、

水 害 の 不 安 と 背 中 合 わ せ で 生 活 し て い る 状 況 で あ る 。  

   つ ま り 、 決 壊 や 越 水 に よ る 水 害 の お そ れ が あ る 場 合 に は 、 マ イ ・ タ イ



ム ラ イ ン を 活 用 し 避 難 を 開 始 す る こ と に な る 。  

・ 指 定 さ れ た 避 難 先 へ 行 く こ と が 出 来 る の か ？  

・ 避 難 先 に 行 く 手 段 は 当 初 の 予 定 ど お り で 良 い の か ？  

・ そ れ ら 避 難 行 動 は 誰 が 判 断 す る の か ？  

こ の よ う な こ と に 関 し て は 、 危 機 管 理 側 に 立 っ た 判 断 や 意 思 決 定 が

「 命 を 守 る 行 動 」 に つ な が る こ と か ら 、 タ イ ム リ ー な 間 違 い の な い 判 断

が 迫 ら れ る こ と に な る 。 そ の 判 断 要 素 と し て 、 防 災 無 線 ・ 防 災 ラ ジ オ か

ら の 情 報 、 水 防 団 （ ＝ 消 防 団 ） か ら の 情 報 、 自 主 防 災 会 か ら の 情 報 な ど

に よ る 適 切 な 判 断 が 求 め ら れ る 。  

 

３  避 難 所 の 体 制  

 ⑴  初 動 （ 受 け 入 れ ）  

   ま ず 、 避 難 所 を 開 設 す る に あ た り 、 各 避 難 所 へ 担 当 職 員 の 迅 速 な 配 置

を し な け れ ば な ら な い 。 避 難 住 民 が 到 着 し て も 受 け 入 れ 態 勢 が 出 来 て い

な い 、 避 難 施 設 の 建 物 が 施 錠 さ れ た ま ま で あ る と い う よ う な こ と が あ っ

て は な ら な い 。 避 難 者 は 早 目 の 避 難 が 大 切 で あ る が 、 避 難 決 定 の 情 報 を

確 認 し て か ら 行 動 を 始 め る こ と が 基 本 で あ る 。  

   そ し て 、 指 定 避 難 所 に 避 難 者 が 到 着 し た 場 合 、 そ の 時 々 に よ り 受 け 入

れ 方 法 に 違 い が 出 て く る 。 コ ロ ナ 禍 の よ う な 場 合 は 、 感 染 防 止 措 置 と し

て 、 マ ス ク の 着 用 、 体 温 検 査 、 手 指 消 毒 等 の 徹 底 を し な け れ ば な ら な

い 。 密 集 を 避 け る た め 、 当 然 収 容 人 員 数 が 少 な く な る な ど 、 感 染 拡 大 防

止 の さ ま ざ ま な 対 応 が 必 須 と な る 。  

   ま た 、 感 染 防 止 の た め 、 避 難 所 に は 来 た が 中 に は 入 ら ず 、 車 両 の 中 で

避 難 対 応 す る 人 も 出 て く る 。 た だ し 、 長 時 間 車 両 の 中 で 同 じ 体 勢 で い る

こ と で 発 生 す る エ コ ノ ミ ー ク ラ ス 症 候 群 に 注 意 し な け れ ば な ら ず 、 適 度

な 体 位 の 変 換 や 車 両 外 で の 体 操 に も 心 掛 け な け れ ば な ら な い 。  

   さ ら に 、 今 や 家 族 の 一 員 と し て 扱 わ れ て い る 犬 ・ 猫 等 の ペ ッ ト に つ い

て 、 他 人 と の 共 同 生 活 で あ る 避 難 所 で ど の よ う に 扱 う の か ？ ト ー タ ル 的

な 配 意 が 必 要 で あ る 。  

   次 に 、 行 政 担 当 者 に よ る 避 難 所 生 活 が ス タ ー ト し 態 勢 が 整 っ た な ら ば

や ら ね ば な ら な い の は 、 ２ ～ ３ 日 の う ち に 避 難 所 運 営 委 員 会 を 立 ち 上 げ



る こ と で あ る 。 メ ン バ ー は 、 行 政 担 当 者 、 施 設 管 理 者 、 町 会 ・ 自 治 会 役

員 、 自 主 防 災 会 役 員 、 避 難 者 の 代 表 者 な ど で 組 織 し 、 長 期 化 す る か も し

れ な い 避 難 所 生 活 で の ル ー ル や 遵 守 事 項 を 決 め 、 み ん な が で き る だ け 快

適 に 避 難 所 生 活 を 営 め る よ う に 話 合 い を す る こ と が 大 切 で あ る 。 メ ン バ

ー に は 、 女 性 や 障 が い の あ る 方 の 参 加 に も 配 慮 し た い 。  

 ⑵  中 期 以 降 （ 課 題 ・ 問 題 の 抽 出 ～ 自 主 的 運 営 ）  

   避 難 者 は 、 避 難 生 活 が 長 期 化 し て く る と 、 徐 々 に 生 活 面 で の 不 都 合 ・

不 具 合 が 生 じ て く る 。  

   ま た 、 生 活 の 制 限 を 強 い ら れ て い る こ と の 不 満 や 甚 大 な 被 害 に よ る 不

安 か ら 、 ス ト レ ス が 溜 ま り 精 神 的 に も 不 安 定 に な っ て く る 。 そ の 不 満 ・

不 安 等 に よ る 意 見 ・ 要 望 の 増 加 や 激 し い 訴 え が 、 避 難 生 活 の 環 境 を 悪 化

さ せ て 行 く こ と に な る 。 こ の よ う な 気 持 ち を 抑 え 、 自 分 た ち を 取 り 巻 く

問 題 に つ い て 自 分 た ち で 少 し ず つ 考 え 解 決 し て 共 同 生 活 を 少 し で も 快 適

に 運 営 行 く た め に は 、 前 述 し た 避 難 所 運 営 委 員 会 に よ る 自 主 的 な 活 動 が

重 要 に な っ て く る 。 避 難 所 生 活 を 送 る 避 難 者 は 、 被 災 者 意 識 は 勿 論 あ る

に し て も 、 そ こ で 生 活 す る 者 で あ る 意 識 の 醸 成 が 必 要 と さ れ る 。  

⑶  そ の 他  

   指 定 避 難 所 で は な い 場 所 に 分 散 避 難 し た 人 や 自 家 避 難 の 人 も い る と 想

定 し た 場 合 、 水 が な か な か 引 か ず 避 難 状 態 が 長 引 け ば 長 引 く ほ ど 、 衣 食

住 や 健 康 等 に 関 す る さ ま ざ ま な 問 題 が 出 て く る 。 こ れ ら に 関 し て は 行 政

と の 情 報 の や り 取 り が 大 切 で あ り 、 そ の 手 段 を ど の よ う に 確 保 す る か ？

検 討 し て お く 必 要 も あ る 。  

 ⑷  取 手 市 の 場 合  

   市 で は 、 避 難 所 開 設 訓 練 を 定 期 的 に 実 施 し て お り 、 そ の 時 々 で 訓 練 目

的 を 変 え な が ら 行 っ て い る 。 感 染 症 対 策 訓 練 も 実 施 し て い る と こ ろ で あ

る 。 基 本 的 な 訓 練 を 積 み 重 ね な が ら 、 課 題 ・ 問 題 を 抽 出 ・ 検 討 し て 行 く

こ と が 大 切 で あ る 。  

 ⑸  課 題 ・ 検 討 事 項 等  

   避 難 所 は 、 色 々 な 生 活 環 境 に あ る 人 々 が 、 災 害 と は い え ひ と つ の 避 難

所 と い う 空 間 （ ス ペ ー ス ） に 集 ま り 、 さ ま ざ ま な 心 配 や 不 安 を 抱 き な が

ら 我 が 家 へ 帰 れ る 時 を 待 つ わ け で あ る 。  



   取 手 東 部 地 域 及 び 藤 代 地 域 の 人 々 が 、 い か に し て 迅 速 的 確 な 避 難 が で

き 避 難 所 に 辿 り つ け る か 、 参 考 と す る マ ニ ュ ア ル の よ う な も の の 構 築 が

求 め ら れ る 。 自 主 防 災 会 で 地 域 ご と に 作 成 し て い る と こ ろ も あ る 。  

   ま た 、 ⑷ で 述 べ た よ う に 、 指 定 避 難 所 で は な い 所 に 避 難 し た 人 々 へ の

情 報 の 提 供 及 び 避 難 物 資 の 配 給 等 、 そ こ で 避 難 し て い る 人 々 の 最 低 限 の

営 み が で き る よ う な 手 段 に つ い て も 十 分 に 検 討 し て お く 必 要 が あ る 。  

 

○ 終 わ り に （ ま と め ）  

  今 回 の 水 害 に 関 す る 発 生 前 の 計 画 、 発 生 中 の 避 難 、 避 難 後 の 体 制 に つ い

て 調 査 研 究 し て き た が 、 自 分 の 命 を 守 る こ と 、 そ の た め の 行 動 に つ い て 改

め て 考 え る こ と が で き た 。 低 地 に 住 む 人 々 は も ち ろ ん 、 高 台 に 住 む 人 々 で

も 親 戚 や 友 人 等 へ の 対 応 が あ る か も し れ な い こ と を 考 え た 場 合 、 市 民 全 員

が 「 自 分 ご と 」 と し て ど の よ う に 災 害 を 乗 り 越 え て 行 か な け れ ば な ら な い

の か 考 え て お か な け れ ば な ら な い 。  

  危 機 管 理 意 識 の 高 揚 （ 転 ば ぬ 先 の 杖 ） を 各 自 が 持 ち 、 自 分 、 家 族 、 近

所 、 町 会 ・ 自 治 会 、 地 域 と い う そ れ ぞ れ の 枠 に お い て 自 分 の な す べ き こ と

や 課 題 ・ 問 題 を 抽 出 し て 、 行 政 と 共 に よ り 良 い 方 策 の 樹 立 を 推 進 し て 行 か

な け れ ば な ら な い 。  

  気 候 変 動 に よ る 大 雨 ・ 洪 水 の 増 加 、 そ し て 水 害 を 考 え れ ば 喫 緊 の 課 題 で

あ り 、 一 刻 の 猶 予 も な ら な い 。  

  以 上 の こ と か ら 、 私 は こ の 調 査 研 究 を 通 し て 、 マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン 作 成

の 推 進 、 正 し い 情 報 提 供 に よ る 早 目 の 避 難 行 動 促 進 及 び 広 域 避 難 計 画 の 周 知

徹 底 に つ い て 迅 速 な 推 進 が 必 要 と 思 い ま し た 。  

 

【 参 考 資 料 】  

 ○ 取 手 市 地 域 防 災 計 画 （ 全 般 ）  

 ○ 逃 げ キ ッ ド （ 資 料 １ ）  鬼 怒 川 ・ 小 貝 川 下 流 域 大 規 模 氾 濫 に 関 す る 減 災 対

策 協 議 会  

 ○ マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン （ 図 １ ）  逃 げ キ ッ ド か ら  

○ 新 し い 避 難 レ ベ ル 一 覧 表 （ 表 ４ ）  内 閣 府 Ｈ Ｐ を 参 考 に 作 成  

 ○ 避 難 時 に 注 意 す る こ と （ 資 料 ２ ）  国 土 交 通 省 河 川 局  



避難指示が
発令されました。
避難指示が

発令されました。
避難指示が

発令されました。

ひ な ん  し じひ な ん  し じひ な ん  し じ



〔問合せ先〕国土交通省　関東地方整備局　河川部　水災害対策センター　　　　　  

〒330-9724　埼玉県さいたま市中央区新都心2-1 Tel：048-601-3151（代表）

〔原案作成〕鬼怒川・小貝川上流域大規模氾濫に関する減災対策協議会／鬼怒川・小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２０２１．２）



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

避難時に注意すること

国土交通省 河川局
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避難時に注意すること 事前の備え編

１．避難場所・避難経路の確認
○安全な避難を行うために、洪水ハザードマップなどを活用して、
どの避難所へどの道を使って避難するのか確認しましょう。

・ハザードマップポータルサイト
http://www1.gsi.go.jp/geowww/disapotal/index.html

○家族が離れているときの安全確認の方法を決めておきましょう。

○建物の倒壊の危険がなく、周囲が浸水した場合には、避難所に避難する
よりも、自宅の二階以上や付近のビルに避難する方が安全な時もあります。
周辺の状況を確認して避難しましょう。

２．非常時の持ち出し品
○貴重品、衣類、非常用食品などを準備しておきましょう。

○懐中電灯やラジオの準備もしておきましょう。

○避難時の荷物は必要最低限にしましょう。



2

避難時に注意すること 避難時編 その１

１．情報の確認
○雨や台風などの状況を、テレビ・ラジオ・インターネットなどで確認し、
最新の気象情報や避難指示等に関する情報を入手しましょう。

・川の防災情報 http://www.river.go.jp/
・XバンドMPレーダー雨量情報 http://www.river.go.jp/xbandradar/

２．防災責任者の指示に従う
○避難のときは警察・消防・地元の防災責任者などの指示に従って行動しましょう。

独断での行動は大変危険です。

３．動きやすい服装、集団での避難
○避難するときは、動きやすい格好で、二人以上での行動を心がけましょう。

４．避難時の歩き方
○避難中はできるだけ浸水していない場所を歩きましょう。避難途中で危険を

感じたら、自宅の二階以上や近所のビルに避難しましょう。

○浸水している場合には下水道のマンホールや側溝等への転落のおそれがあり
危険ですので注意しましょう。
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避難時に注意すること 避難時編 その２

５．隣近所への呼びかけ
○お年寄りや子供、病気の人は早めの避難が必要です。近所のお年寄り
や子供、病気の人などの避難に協力しましょう。情報伝達や避難場所を
とりまとめておくと便利です。

６．車での避難は危険
○自動車が水に浸かると動かなくなったり、水圧で扉が開かなくなったり
して大変で危険です。自動車での避難は特別の場合を除きやめましょう。

７．橋や川の近くは危険
○川が増水している場合には、川の流れが速く、橋が壊れたり流されたり
して非常に危険ですので、近寄らないようにしましょう。

８．川や用水路を見に行かない
○大雨の時に、川や用水路の様子を見に行ったことで流されて被害に遭う
場合があります。大雨時には絶対に川や用水路を見に行くことはやめま
しょう。



「 水害 時の 衛生 対策 と健 康対 策 」  

小 池  悦 子  

 

１ ． 衛 生 対 策  

 被 害 が 大 き か っ た 地 域 で は 既 に 雨 が 落 ち 着 い て も 、 夏 な ど の 時 期 に は ３ ０ ℃

前 後 ま で 気 温 が 上 昇 す る こ と も 予 想 さ れ る の で 、家 屋 が 浸 水 し た 被 災 地 で は 、

細 菌 や カ ビ が 繁 殖 し や す く な り 、食 中 毒 や 感 染 症 に か か る お そ れ が あ る な ど 、

衛 生 環 境 の 悪 化 が 考 え ら れ る 。  

 特 に 浸 水 し た 家 屋 は 、 下 水 道 か ら 逆 流 し た 汚 水 が 混 入 し て い る お そ れ が あ る

た め 消 毒 が 必 要 と な る 。  

 消 毒 作 業 時 に は 、消 毒 液 が 目 に 入 っ た り 皮 膚 に か か ら な い よ う に 、メ ガ ネ・マ

ス ク ・ ゴ ム 手 袋 ・ 長 袖 ・ 長 ズ ボ ン な ど の 着 用 を す す め る 。  

 

（ １ ） 浸 水 し た 家 屋 等 の 消 毒 に つ い て  

 ア  手 指 の 消 毒  

 ・塩 化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム（ 逆 性 石 け ん ）で 、手 洗 い し 十 分 に す す い だ 後 、薬 液

の 中 で 手 を も み 洗 い す る 。  

 ・ 適 量 の 速 乾 性 手 指 消 毒 薬 を 手 に 取 り 、 ム ラ な く 乾 く ま で 擦 り 込 む 。  

 

 イ  食 器 ・ 衣 類 の 消 毒  

 ・汚 れ を 落 と し た 後 に 、次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム（ 家 庭 用 塩 素 系 漂 白 剤 で も 可 ）

の 中 に 浸 し 乾 か す 。  

  ※ 製 品 に よ っ て は 、 水 で す す ぎ 薬 液 を 落 と す 。  

  ※ 熱 湯 で １ 分 以 上 煮 沸 も 可 。  

  ※ 次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム は 塩 素 系 の た め 、 他 の 消 毒 液 と 混 ぜ な い こ と 。  

 

 ウ  床 上 ・ 屋 内 の 消 毒 ・ ・ ・ 汚 水 に 浸 か っ た 家 具 ・ 床 な ど  

 ・汚 れ を 落 と し た 後 に 、薄 め た 塩 化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム（ 逆 性 石 け ん ）を 浸 し た

布 な ど で 拭 く 。 噴 霧 の 場 合 は 、 濡 れ る 程 度 に 噴 霧 し て そ の ま ま 乾 か す 。  

 



エ  床 下 ・ 屋 外 の 消 毒 ・ ・ 汚 水 が 付 着 し た 壁 や 下 水 ・ し 尿 槽 が あ ふ れ た 場 所  

 ・壁 な ど は 汚 れ を 落 と し た 後 に 、薄 め た 塩 化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム（ 逆 性 石 け ん ）

を 浸 し た 布 な ど で 拭 く 。家 の 周 り は 、じ ょ う ろ や 噴 霧 器 な ど で 濡 れ る よ う に

ク レ ゾ ー ル せ っ け ん 液 を 撒 く 。  

 

（ ２ ） 清 掃 作 業 に つ い て  

 ・ 室 内 を 乾 燥 さ せ る た め 、 出 来 る 限 り ド ア と 窓 を 開 放 す る 。  

 ・け が を 防 ぐ た め に 厚 手 の ゴ ム 手 袋 、ゴ ム 長 靴 、ゴ ー グ ル 、マ ス ク 等 を 着 用 す

る 。  

 ・堅 い 床 、壁 、金 属 部 分 、調 理 台 、シ ン ク な ど は 水 と 石 け ん（ 洗 濯 石 け ん や 食

器 用 洗 剤 ） で 洗 い 流 し 、 泥 や 破 片 を 取 り 除 く 。  

 ・ 高 圧 洗 浄 機 を 使 用 す る 際 は 、 マ ス ク を 着 用 し 、 換 気 を 行 う 。  

 ・浸 水 し て 洗 う こ と の で き な い 家 具（ カ ー ペ ッ ト・布 製 ソ フ ァ ー な ど ）は 撤 去

す る 。  

 ・ 可 能 な 場 合 は 扇 風 機 を 使 い 、 乾 燥 を 促 す 。  

 ・浸 水 し た 衣 類 、布 類 は 熱 水 で 洗 濯 す る か 、８ ０ ℃ の 熱 水 に １ ０ 分 以 上 浸 し た

後 に 洗 濯 し 乾 燥 さ せ る 。  

 ・ 清 掃 時 に 着 て い た 服 は 、 汚 れ て い な い 服 と 区 別 し て 洗 濯 す る 。  

 ・ 清 掃 作 業 終 了 後 は 、 し っ か り と 手 洗 い を 行 い 、 シ ャ ワ ー を 浴 び る 。  

 

 ア  床 上 浸 水 の 場 合  

 ・ 水 が 引 い た 後 、 濡 れ た 畳 や 家 の 中 の 不 要 な も の は 片 付 け る 。  

 ・ 汚 れ た 家 具 や 床 ・ 壁 な ど は 、 水 で 洗 い 流 し や 水 拭 き な ど 行 い よ く 乾 か す 。  

 ・ 食 器 類 や 調 理 器 具 な ど は 、 水 洗 い で 汚 れ を 洗 い 流 す 。  

 ・ 消 毒 薬 を 薄 め た 液 を 浸 し た 布 な ど で 拭 き 、 よ く 乾 燥 さ せ る 。  

 

 イ  床 下 浸 水 の 場 合  

 ・ 床 下 や 家 の 周 辺 に あ る 不 要 物 や 汚 泥 な ど を 片 付 け る 。  

 ・ 床 下 に 水 が 溜 ま っ て い る 場 合 は 雑 巾 等 で 吸 収 し 、 扇 風 機 等 で 換 気 し よ く 乾

か す 。  

 ・ 可 能 な と こ ろ は 水 で 洗 い 流 す 。  



 

（ ３ ） 感 染 症 対 策 に つ い て  

 ・ 受 水 槽 は 、 安 全 と 衛 生 を 点 検 ・ 確 認 し て か ら 使 用 す る 。  

 ・ 井 戸 水 は 、 水 質 検 査 を 受 け て 安 全 を 確 認 し て か ら 使 用 す る 。  

 ・ 水 に 浸 か っ た 食 品 や 、 停 電 に よ り 保 存 温 度 が 保 て な か っ た 要 冷 蔵 や 冷 凍 食

品 は 出 来 る だ け 廃 棄 す る 。  

 ・ 自 家 栽 培 し た 野 菜 の 生 食 は 避 け る 。  

 ・食 事 の 前 や ト イ レ・清 掃 作 業 の 後 な ど は 、石 け ん と 流 水 で し っ か り と 手 洗 い

を す る 。  

 ・ 吐 き 気 や 腹 痛 な ど 体 に 異 常 を 感 じ た ら 、 早 め に 医 療 機 関 を 受 診 す る 。  

 ・１ ０ 年 以 内 に 破 傷 風 ワ ク チ ン を 受 け て い る か 、確 認 す る 。（ 医 療 機 関 に 相 談 ）  

 

（ ４ ） 避 難 所 で の 実 態 と 対 策 に つ い て  

 避 難 所 と は 、地 震・台 風・水 害・火 山・人 的 災 害 な ど で 被 害 を 受 け た 者 、又 は

現 に 被 害 を 受 け る 恐 れ が あ る 者 を 一 時 的 に 受 け 入 れ 、 保 護 す る 場 所 で あ る 。

区 市 町 村 な ど の 自 治 体 が 主 体 と な っ て 、 学 校 や 公 民 館 な ど 公 共 施 設 な ど を 活

用 し て い る 。  

 避 難 所 管 理 運 営 に つ い て は 、 各 区 市 町 村 で の 指 針 な ど の 規 定 に 基 づ い て 行 わ

れ て い る 。  

 安 心 し て 避 難 生 活 が で き る 基 本 と し て は 、 プ ラ イ バ シ ー が 守 ら れ る 居 住 ス ペ

ー ス の 確 保 、衣 食 の 確 保 、ト イ レ や 手 洗 い 場 の 整 備 、情 報 共 有 や 連 絡 手 段 の 確

保 、 感 染 症 対 策 な ど 医 療 体 制 を 守 れ る か も 課 題 と な る 。  

 

ア  衣 食 住 の 確 保  

  個 人 で の 備 蓄 品 活 用 も あ る が 、 避 難 所 で は 行 政 が 備 蓄 品 の 確 保 と 管 理 を

十 分 に 行 っ て お く 必 要 が あ る 。  

 

イ  衛 生 環 境 の 整 備  

   ト イ レ や 手 洗 い 場 は 、 き れ い に 使 用 す る こ と と 合 わ せ て 、 定 期 的 な 清 掃

を 行 う こ と 。ま た 使 用 物 品 、消 毒 薬 の 使 用 方 法 、清 掃 手 順 な ど 統 一 し て お

く こ と も 大 事 で あ る 。  



 

ウ  情 報 収 集 ・ 共 有 ・ 伝 達 ・ ・ ・ 課 題 ①  

  電 話 や イ ン タ ー ネ ッ ト が 不 通 と な り 、現 場 で 何 が 起 こ っ て い る の か 、全 く

分 か ら な い 状 態 が 長 く 続 く 場 合 に 、情 報 収 集 や 情 報 の 共 有・連 絡 手 段 な ど

の 確 保 を ど の よ う に 図 っ て い く の か 。市 と し て の 対 応・対 策 に つ い て 確 認

す る 。  

  広 域 無 線 の 利 用 を 含 め た 連 絡 手 段 の 活 用 や 整 備 が 必 要 と も な る 。  

 

エ  感 染 症 対 策  

   災 害 時 に は 断 水 な ど に よ り 手 指 の 流 水 洗 浄 が 出 来 ず 、 ま た 避 難 所 で の 密

集 し た 環 境 下 の 下 で の 集 団 生 活 等 に よ り 、感 染 症 の 拡 大 リ ス ク が 高 ま る 。 

   感 染 拡 大 防 止 に は 、 こ ま め な 手 洗 い ・ う が い ・ 消 毒 を は じ め 、 下 痢 や 嘔

吐 ・ 発 熱 な ど で 体 調 の 悪 い 利 用 者 が い な い か 、 常 に 注 意 を 払 っ て お く 必

要 も あ る 。  

 

オ  医 療 体 制 の 対 策 ・ ・ ・ 課 題 ②  

   医 療 機 関 も 被 害 を 受 け 、 通 常 の 診 療 が 出 来 な く な っ た 場 合 は 、 医 療 シ ス

テ ム が 崩 壊 し た 状 態 で の 、対 応 を ど の よ う に 図 る の か 。市 と し て の 対 応・

対 策 に つ い て 確 認 す る 。  

   医 療 従 事 者 も 被 災 者 に な っ て い る 状 況 の 中 で 、 専 門 的 ケ ア 支 援 は 情 報 を

共 有 し な が ら 対 応 を 図 っ て い く 。 ま た 、 医 師 会 の 連 携 が 生 か せ れ ば 支 援

に つ な げ る 。  

   さ ら に 、 継 続 的 に は 全 国 支 援 も 入 る 可 能 性 が あ る 。  

 

２ ． 健 康 対 策  

 大 雨 に よ っ て 川 の 氾 濫 や 大 規 模 や 冠 水 な ど が 発 生 し た 後 に は 衛 生 状 態 が 悪 化

し や す く 、被 災 後 の 厳 し い 生 活 環 境 で は 、疲 労 や ス ト レ ス な ど で 体 調 を 崩 す 方

が 多 く な る 状 況 で あ る 。  

季 節 や 被 災 地 の 状 況 な ど に よ っ て 感 染 症 な ど の 健 康 被 害 の リ ス ク は 常 に 変 化

し て い く た め 、 正 し い 知 識 を 持 ち 、 正 し い 対 処 を す る こ と が 大 事 で あ る 。  

 



（ １ ） 食 中 毒 に つ い て  

 ア  生 水 は 絶 対 に 飲 ま な い こ と  

 ・ 浸 水 し た 井 戸 に つ い て は 、 水 質 検 査 に よ り 安 全 が 確 認 さ れ る ま で は 使 用 し

な い 。  

 

 イ  食 物 は 生 で 食 べ な い よ う に し て 、 必 ず 加 熱 し て 食 べ る こ と  

 ・ 汚 水 に 接 触 し た 食 品 は 思 い 切 っ て 捨 て る 。  

 ・長 時 間 停 電 し た 地 域 で は 、冷 蔵 庫 に 入 っ て い た 食 品（ 特 に 要 冷 蔵 食 品 や 要 冷

凍 食 品 ） は 使 用 せ ず に 廃 棄 す る 。  

 ・ 調 理 器 具 に つ い て は 、 よ く 洗 浄 し 煮 沸 あ る い は 熱 湯 消 毒 を し て か ら 使 う 。  

  食 器 に つ い て は 、 台 所 用 漂 白 剤 を 使 用 し て も よ い 。  

 

 ウ  食 事 の 前 、 調 理 の 前 、 ト イ レ の 後 は 必 ず 石 け ん で の 手 洗 い を 行 う こ と  

 

 エ  熱 ・ 吐 き 気 ・ 腹 痛 ・ 下 痢 な ど の 症 状 が あ る 場 合 は 、医 療 機 関 を 受 診 す る こ

と  

 

（ ２ ） 熱 中 症 対 策 に つ い て  

 気 温 な ど の 環 境 条 件 の 変 化 だ け で な く 、 人 間 の 体 調 や 暑 さ に 対 す る 慣 れ な ど

が 影 響 し て 熱 中 症 を 発 症 す る 。気 温 は そ れ ほ ど 高 く な く て も 、湿 度 が 高 く・風

が 弱 い 日 や 体 が 暑 さ に 慣 れ て い な い 時 、 急 激 な 環 境 の 変 化 が 影 響 し や す い こ

と を 捉 え て お く 必 要 が あ る 。  

 

 ア  特 に 注 意 が 必 要 な ケ ー ス  

 ・ 体 温 調 節 機 能 が 未 発 達 の 幼 児  

 ・ 体 温 調 節 機 能 が 十 分 に 発 揮 で き な い 頸 椎 損 傷 者  

 ・ 温 湿 度 に 対 す る 感 覚 が 弱 ま っ て い る 高 齢 者  

 ・ 持 病 の あ る 方  

 

イ  熱 中 症 の 重 症 度  

 ・ 軽 度 ・ ・ ・ め ま い ・ 立 ち く ら み ・ 筋 肉 痛 ・ 汗 が 止 ま ら な い 等  



 ・ 中 度 ・ ・ ・ 頭 痛 ・ 吐 き 気 ・ 倦 怠 感 ・ 虚 脱 感 等  

 ・ 重 度 ・・・ 意 識 が な い ・ け い れ ん ・ 高 体 温 ・ 真 直 ぐ に 歩 け な い ・ 走 れ な い ・

呼 び か け に 対 し て の 反 応 な し や 返 答 が か み 合 わ な い  

 

ウ  対 処 法  

 ・ こ ま め な 水 分 補 給  

 ・ 暑 い 時 に は 無 理 し な い こ と  

 ・ 室 内 の 温 湿 度 を こ ま め な 管 理 を 行 う こ と  

 ・ 発 汗 後 は 塩 分 補 給 を 忘 れ な い こ と  

 ・ 応 急 処 置 が 肝 心 と な る の で 、 状 況 確 認 を 行 っ て 落 ち 着 い た 対 応 を 図 る こ と  

 ・ 状 況 に 応 じ て す み や か に 救 急 車 を 要 請 す る こ と  

 

（ ３ ） エ コ ノ ミ ー ク ラ ス 症 候 群 予 防 対 策 に つ い て  

 こ れ ま で の 震 災 被 災 で 、 エ コ ノ ミ ー ク ラ ス 症 候 群 が 多 発 し 、 亡 く な っ た ケ ー

ス も あ っ た 。  

 病 気 を 知 っ て 予 防 す る こ と で 最 悪 の ケ ー ス を 減 ら し て い く こ と が 重 要 で あ る 。 

 

 ア  エ コ ノ ミ ー ク ラ ス 症 候 群 と は  

 ・ 下 肢 の 静 脈 に 血 栓 が で き る こ と が 深 部 静 脈 血 栓 症 で あ り 、 血 栓 が 肺 の 血 管

に 詰 ま る こ と が 肺 血 栓 塞 栓 症 と な り 、 こ の 病 態 を 総 称 し た の が エ コ ノ ミ ー

ク ラ ス 症 候 群 と な る 。  

 

 イ  予 防 策  

 ・ 車 中 泊 は 避 け る ・ ・ ・ ・ ・ や む を 得 な い 場 合 は な る べ く 横 に な る こ と  

 ・ 足 を 動 か す ・・・・・・・ 定 期 的 に 足 首 を 前 後 に 動 か す ・ 歩 く こ と や マ ッ サ

ー ジ も 有 効  

 ・ 十 分 な 飲 水 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ 日 １ リ ッ ト ル 以 上 の 飲 水 が 目 安  

 ・弾 性 ス ト ッ キ ン グ 着 用・・車 中 泊・高 齢・が ん 患 者・エ コ ノ ミ ー ク ラ ス 症 候

群 に な っ た こ と が あ る 方 々 は 特 に 、 弾 性 ス ト ッ

キ ン グ の 着 用 を 勧 め る  

 



（ ４ ） ア レ ル ギ ー 対 応 に つ い て  

 食 物 ア レ ル ギ ー 、喘 息 、ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 な ど 、避 難 所 な ど の 食 事 や 環 境 に よ

っ て 、 病 気 が 悪 化 す る ケ ー ス も あ る 。 特 に 免 疫 力 の 弱 っ た 子 ど も や 高 齢 者 に

は 注 意 が 必 要 で あ る 。  

 

 ・食 物 ア レ ル ギ ー の 方 が い た 場 合 は 、行 政 担 当 者 に 知 ら せ 、ア レ ル ギ ー 対 応 食

の 支 援 を 受 け る 。  

 ・ ア レ ル ギ ー の 原 因 と な る 食 物 、 ほ こ り 、 ペ ッ ト な ど は 避 け る 。  

 ・ 治 療 に 必 要 な 電 源 や 水 、 ス ペ ー ス を 優 先 し て 確 保 す る 。  

 ・ 必 要 な 治 療 を 受 け ら れ る 環 境 を 確 保 す る 。  

 

３ ． 課 題 に 対 し て の 取 手 市 の 対 応 と 対 策 に つ い て  

 「 水 害 時 の 衛 生 対 策 と 健 康 対 策 に つ い て 」の 調 査 を 行 い 、特 に「 情 報 収 集・共

有・伝 達 に つ い て 」と「 医 療 体 制 の 対 策 に つ い て 」の ２ 点 を 重 要 課 題 と 捉 え

た 。 市 の 現 状 の 対 応 と 対 策 に つ い て 調 査 を 行 っ た 。  

 

（ １ ） 情 報 収 集 ・ 共 有 ・ 伝 達  

 災 害 対 策 本 部 が 立 ち 上 が り 、本 部 長（ 市 長 ）が あ ら か じ め 任 命 し た 総 括 責 任 者

が 地 区 活 動 拠 点 の 責 任 者 と な る 。  

地 区 活 動 拠 点 の 総 括 責 任 者 が 中 心 と な り 、被 害 情 報（ 人 的 被 害 、道 路・排 水 路

の 損 壊 、倒 壊 し た 家 屋・塀 等 ）の 収 集 や 、避 難 者・被 災 者 の 情 報 収 集 、住 民 に

対 す る 広 報 活 動 を 行 う 。  

 総 括 責 任 者 が 不 在 の 時 は 、 副 責 任 者 （ 施 設 長 ） が そ の 責 務 を 代 行 す る 。  

 

 ア  地 域 活 動 拠 点 の 設 置 場 所  

   災 害 の 状 況 に 応 じ て 以 下 の 場 所 に 設 置 す る 。  

 ・ 小 文 間 地 区 ： 旧 小 文 間 小 学 校  

 ・ 東  部 地 区 ： 取 手 小 学 校  

 ・ 中  部 地 区 ： 取 手 第 二 中 学 校  

 ・ 西  部 地 区 ： 戸 頭 中 学 校  

 ・ 北  部 地 区 ： 藤 代 庁 舎  



 

 イ  本 部 と の 連 絡 体 制  

 ・地 区 活 動 拠 点 に 集 ま っ た 被 害 情 報 、支 援 要 請 は 、災 害 対 策 本 部 事 務 局 に 連 絡

す る 。  

 ・連 絡 手 段 は 、原 則 と し て 災 害 時 優 先 携 帯 電 話 又 は 市 防 災 行 政 無 線・防 災 ラ ジ

オ を 使 う 。  

 ・災 害 時 優 先 携 帯 電 話 や 市 防 災 行 政 無 線・ラ ジ オ で の 連 絡 が 取 れ な い 場 合 は 、

班 員 自 ら が 本 部 に 徒 歩 ・ 自 転 車 ・ バ イ ク 等 で 連 絡 す る 。  

 ※ 災 害 時 優 先 携 帯 電 話 は 、市 長・副 市 長・全 部 長・指 定 避 難 所 責 任 者・消 防 本

部 ・ 安 全 安 心 対 策 課 全 職 員 ・ 各 消 防 団 ・ 各 自 主 防 災 会 な ど 現 在 １ ９ ７ 回 線  

 

（ ２ ） 医 療 体 制 の 対 策  

 初 動 医 療 体 制 に お い て は 、 災 害 現 場 か ら の 負 傷 者 等 の 救 出 及 び 症 状 に 応 じ た

救 急 救 命 を 迅 速 か つ 的 確 に 行 う た め 、 取 手 医 師 会 そ の 他 防 災 関 係 機 関 に 協 力

を 求 め 、 必 要 な 体 制 整 備 を 図 る 。  

市（ 保 健 セ ン タ ー ）は 救 護 班 、医 師 会 は 医 師 会 医 療 班 を 編 成 し 、医 療 救 護 活 動

に あ た る 。  

ま た 市 は 、震 災 時 に 備 え て 取 手 医 師 会・茨 城 県・日 赤 茨 城 支 部 等 と 協 議 し て 、

災 害 発 生 時 に 迅 速 な 応 急 医 療 処 置 を 可 能 と す る た め 、 あ ら か じ め 必 要 と な る

医 師 と の 緊 急 連 絡 体 制 を 整 え る 。  

 

ア  後 方 医 療 施 設 の 確 保  

多 数 の 被 災 者 が 発 生 し 、市 内 の 医 療 機 関 で の 対 応 が 不 可 能 な 事 態 、市 内 の 医

療 施 設 が 被 災 に よ り 使 用 不 可 能 と な る 事 態 を 想 定 し 、取 手・竜 ケ 崎 地 域 保 健

医 療 圏 災 害 時 応 急 医 療 体 制 マ ニ ュ ア ル（ 県 竜 ケ 崎 保 健 所 策 定 ）に 基 づ き 、筑

波 メ デ ィ カ ル セ ン タ ー 病 院 救 急 救 命 セ ン タ ー 及 び 総 合 病 院 土 浦 協 同 病 院 救

急 救 命 セ ン タ ー と の 更 な る 協 力 体 制 を 整 え る 。  

・「 県 救 急 医 療 情 報 シ ス テ ム 」に よ る 市 内 の 病 院 と 市 外・県 外 等 と の 後 方 医 療

施 設 と の ネ ッ ト ワ ー ク 化 及 び 搬 送 体 制 の 確 立  

・ 県 は Ｊ Ａ と り で 総 合 医 療 セ ン タ ー を 災 害 拠 点 病 院 と し て 指 定  

・ 取 手 ・ 龍 ヶ 崎 医 療 圏 の 指 定 医 療 機 関 は 、 Ｊ Ａ と り で 総 合 医 療 セ ン タ ー と つ



く ば セ ン ト ラ ル 病 院  

 

イ  ラ イ フ ラ イ ン 施 設 の 代 替 設 備 の 確 保  

ラ イ フ ラ イ ン が 寸 断 さ れ た 場 合 、 診 療 能 力 を 維 持 す る た め の 整 備  

・ 自 家 発 電 装 置 の 整 備 ・ ・ ・ 電 気 容 量 確 保  

病 院 で は 、 自 家 発 電 装 置 が ４ ８ 時 間 程 度 の 電 力 供 給 が 可 能 な 燃 料 タ ン ク の 増

設 と 冷 却 水 の 確 保 を 図 る 。  

県 は 、 病 院 に 対 し て 燃 料 補 助 タ ン ク の 増 設 を 促 進 す る 。  

・ 災 害 用 井 戸 等 の 整 備 ・ ・ ・ 水 の 確 保  

病 院 で は 、 自 家 用 井 戸 の 確 保 が 必 要 と な る 。 ま た 、 受 水 槽 （ 貯 水 槽 ） を 強 化

す る こ と に よ り 、 貯 水 さ れ て い る 水 の 漏 れ を 防 ぎ 、 そ の 利 用 を 図 る 必 要 が あ

る 。  

県 は 、 病 院 に 対 し て 災 害 用 井 戸 の 整 備 あ る い は 受 水 槽 の 耐 震 化 を 促 進 す る 。  

 

ウ  医 療 ボ ラ ン テ ィ ア の 確 保  

医 療 ボ ラ ン テ ィ ア を 受 け 入 れ る た め 、医 師 会 等 医 療 関 係 団 体 は 、医 療 ボ ラ ン テ

ィ ア の 受 入 窓 口 の 機 能 を 備 え て お く 。  

県 は 、災 害 発 生 時 に お け る 医 療 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 支 援 す る た め 、あ ら か じ め

医 療 ボ ラ ン テ ィ ア の 担 当 窓 口 を 設 置 す る 。  

市 内 設 置 場 所 は 、 取 手 北 相 馬 保 健 医 療 セ ン タ ー 医 師 会 病 院 と な っ て い る 。  

 

（ ３ ） 考 察  

 被 災 被 害 の 大 小 に か か わ ら ず 、 状 況 把 握 と そ れ ら を 確 か な 情 報 と し て 発 信 ・

伝 達 す る こ と は と て も 重 要 な こ と で あ る 。 そ れ は 実 態 把 握 が で き 、 先 の 見 通

し が 立 つ こ と に つ な が る も の で あ り 、 情 報 共 有 や 連 絡 手 段 の 確 保 ・ 整 備 は 大

き な 課 題 と な る 。  

ま た 広 範 な 災 害 と な っ た 場 合 に は 、市 民 の 命 を 守 る た め に 、初 期 対 応 能 力 が 大

き く 問 わ れ る た め 、自 力 の 対 応 力・対 策 を 高 め る こ と も 重 要 で あ る 。特 に 医 療

体 制 で は 、自 力 の 対 応・対 策 と 合 わ せ て 、市 外 や 県・国 の 支 援 の 計 画 的 整 備 も

と て も 重 要 な こ と な の で 、 引 き 続 き 詳 細 な 連 携 の 取 り 組 み を 求 め る 。  

 



 

【 参 考 ・ 参 照 資 料 】  

 

〇 国 際 医 療 福 祉 大 学 塩 谷 病 院  遠 藤 史 郎  「 も っ と 知 り た い 災 害 時 の 食 と 衛 生 」 

〇 岩 手 県 い わ て 感 染 制 御 支 援 チ ー ム  「 水 害 時 の 衛 生 対 策 と 消 毒 方 法 に つ い て 」 

〇 千 葉 県 健 康 福 祉 部  「 災 害 時 に お け る 避 難 所 等 で の 感 染 症 対 策 に つ い て 」  

〇 岡 山 県 岡 山 市    「 浸 水 し た 家 屋 等 の 衛 生 対 策 」  

〇 岡 山 県 健 康 推 進 部  「 浸 水 し た 家 屋 等 の 消 毒 に つ い て 」  

〇 岡 山 県 健 康 推 進 部  「 浸 水 家 屋 に お 住 ま い の 方 々 へ 」  

〇 環 境 省 環 境 保 健 部  「 熱 中 症 予 防 ・ 対 処 法 」  

〇 岡 山 県 日 本 静 脈 学 会 「 被 災 さ れ た 方 へ 、 エ コ ノ ミ ー ク ラ ス 症 候 群 予 防 の た め

の 重 要 な お 知 ら せ 」  

〇 日 本 小 児 ア レ ル ギ ー 学 会  「 災 害 時 ア レ ル ギ ー 対 応 」  

 

 

☆ １ 班 の ま と め  

以 上 ３ 名 の 調 査 研 究 結 果 か ら 、取 手 市 の 水 害 に 関 す る 防 災 減 災 に つ い て は 、

ま ず 、 河 川 水 害 へ の 備 え と し て 流 域 治 水 に 着 目 し た 場 合 、 市 単 独 で な く 広 範

囲 で の 対 策 が 必 要 で あ る 。  

１  調 整 地 の 流 水 貯 留 機 能 の 拡 大 は 国 が 管 理 し て い る こ と か ら 、プ ロ ジ ェ ク ト

に 基 づ き 取 手 市 と し て 守 谷 市 と 連 携 し 、国 に 対 し て さ ら な る 工 事 の 推 進 を 要

請 し た い 。  

２  流 域 の 雨 水 貯 留 機 能 の 向 上 に は 、「 田 ん ぼ 」を 活 用 し た 貯 水「 田 ん ぼ ダ ム 」

が 有 効 で あ り 、 市 役 所 内 の 連 携 及 び 各 流 域 市 町 村 の 連 携 に よ り 、 田 ん ぼ で の

雨 水 貯 水 機 能 の 活 用 を 働 き か け る べ き と 思 う 。  

  次 に 、水 害 発 生 前 の 計 画 、発 生 中 の 避 難 、避 難 後 の 体 制 に つ い て は 、自 分 の

命 を 守 る た め 、全 市 民 が「 自 分 ご と 」と し て ど の よ う に 災 害 を 乗 り 越 え て 行 く

べ き か 考 え て お か な け れ ば な ら ず 、 各 自 が 危 機 管 理 意 識 を 高 く 持 つ こ と が 重

要 で あ る 。  

１  マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン 作 成 の 推 進  

２  正 し い 情 報 提 供 に よ る 早 目 の 避 難 行 動 促 進  



３  広 域 避 難 計 画 の 周 知 徹 底  

こ れ ら の 迅 速 な 推 進 が 必 要 で あ る 。  

  そ し て 、水 害 時 の 衛 生 対 策 と 健 康 対 策 で は 、浸 水 し た 家 屋 が 下 水 道 か ら 逆 流

し た 汚 水 の 混 入 に よ る 消 毒 の 必 要 及 び 細 菌 や カ ビ が 繁 殖 し 食 中 毒 や 感 染 症 に

か か る お そ れ が あ り 、衛 生 環 境 の 悪 化 が 考 え ら れ る 。安 心 し て 避 難 生 活 が で き

る 基 本 と し て は 、 プ ラ イ バ シ ー が 守 ら れ る 居 住 ス ペ ー ス の 確 保 、 衣 食 の 確 保 、

ト イ レ や 手 洗 い 場 の 整 備 、 情 報 共 有 や 連 絡 手 段 の 確 保 で あ る 。  

ま た 、 感 染 症 対 策 な ど 医 療 体 制 も 課 題 で あ る 。  

「 水 害 時 の 衛 生 対 策 と 健 康 対 策 に つ い て 」は 、特 に「 情 報 収 集・共 有・伝 達

に つ い て 」 と 「 医 療 体 制 の 対 策 に つ い て 」 の ２ 点 を 重 要 課 題 と 捉 え た 。  

１  情 報 収 集 ・ 共 有 ・ 伝 達  

被 災 被 害 の 大 小 に か か わ ら ず 、 状 況 把 握 と そ れ ら を 確 か な 情 報 と し て 発

信 ・ 伝 達 す る た め 、 情 報 共 有 や 連 絡 手 段 の 確 保 ・ 整 備 は 大 き な 課 題 と な る 。 

２  医 療 体 制 の 対 策  

⑴  大 規 模 災 害 時 の 命 を 守 る 初 期 対 応 能 力 が 大 き く 問 わ れ る た め 、 自 助 対 応

力 ・ 対 策 を 高 め る こ と が 重 要 で あ る 。  

⑵  医 療 体 制 で は 、 自 助 及 び 市 外 や 県 ・ 国 の 支 援 の 計 画 的 整 備 も と て も 重 要

な こ と で あ る 。  

⑶  急 激 な 環 境 の 変 化 が 人 体 に 影 響 し や す い こ と を 捉 え て お く 必 要 が あ り 、

引 き 続 き 市 外 や 県 ・ 国 と の 詳 細 な 連 携 の 取 り 組 み を 求 め る 。  

 以 上 、全 国 各 地 で 毎 年 起 き て い る 水 害 で の 命 を 守 る 対 応 は 喫 緊 の 課 題 で あ り 、

一 刻 の 猶 予 も な ら な い 。  



調査研究結果（第２班）

総務文教常任委員会第２班(染谷委員、赤羽委員、根岸委員、須田)にて防災・

減災をテーマに項目を分け、３チームにて調査いたしました。

次ページ以降が各担当別の調査報告になります。



１， 災害用 YouTube はやってない。

河川監視カメラ 河川水位放映 （岡堰下流、県南防水センター）利根川取手、かたらい手前

利根川 利根川左岸 85.0km 茨城県取手市 新町樋門

利根川右岸 90ｋｍ 千葉県柏市 布佐田中調節池下流

小貝川 藤代防災ステーションライブカメラ

小貝川 岡ライブカメラ(茨城県取手市岡)

ライブカメラ DB

栃木県大田原市 公式YouTube チャンネル

大田原市河川監視カメラのライブ映像を YouTube で配信しています。8箇所の河川監視カメラ映像をライブ配信し

ています。PR だけではなく、災害対策に YouTube チャンネルを活用しています。災害が発生した時こそ正確な情報

が必要となります。この河川状況のライブ配信は、公共サービスとして YouTube の上手な活用方法だと言えます。

今後災害時に備えて災害について（地震、台風等の水害）の YouTube を開設しても良いのではないか。

避難場運営、避難袋やグッズの紹介、避難方法等をわかりやすく作成する。

兵庫県では県が認定している「ひょうご防災リーダー」に対してコロナ禍でも実施できる動画研修を行っている。

（フローアップオンライン研修）

YouTube は他自治体や個人の物でも良い情報はリンクする。

河川監視カメラを取手市のHPから見られるようにする。

２， HP 災害時に非常用ページに変わる、（緊急災害情報）大規模災害時は変わる

ヤフーが災害時に代理ホームページを立ち上げる（軽量化してヤフーが立ち上げる）

ヤフー（防災速報、災害マップ）、ゼンリン、ファーストメディア（全国避難所ガイド）、

３， LINE 災害対策本部情報班（魅力取手発信、議会事務局が担当）

災害時には LINE を使用して発信する（魅力取手が担当）

政府は、災害時に住民が無料対話アプリ「LINE」で発信した被害情報や写真をAI（人工知能）で分析して、避難情

報の提供などにつなげる仕組みをつくる。自治体などが早期の救援活動に役立てるほか、避難場所などの情報を住

民へ個別に提供できるようにする。2018年 12月に神戸市が実施した実証実験を踏まえ、21年に運用を始める方

針。

４、災害時の情報受付 電話受付（１０回線以上）、メール、

電話による受付を行い手書きによって作成している。

今後は SNS（LINE）等を使った情報収集を導入すべき。

必要な情報収集や分析、情報共有の仕組みが確立されておらず、災害対応に苦慮している自治体が多い。



（コロナ禍での避難所運営）防災リーダーに動画研修／兵庫県内の各地で視聴

2021年 02月 20日 7面

兵庫県は今月の７日から２３日まで、コロナ禍の災害時避難所運営について県民に学んでもらい、ノウハウを普及させよ

うと、県が独自に認定している「ひょうご防災リーダー」を対象に、フォローアップオンライン研修の動画を配信。「緊急事態

宣言下で実際に集まって研修ができない中でも学べる」と好評を博している。

■ゾーニング基に感染対策、「女性の視点」も

県は２００４年度から、地域防災の担い手を育成するため、三木市にある県広域防災センターを中心拠点に「ひょうご防

災リーダー講座」を開催。これまで講座の受講修了者計３０２７人を「ひょうご防災リーダー」に認定してきた。

フォローアップオンライン研修は、県内各地の防災リーダーに視聴を呼び掛け、希望者にインターネットを通じて配信して

いる。

同研修では高知県立大学災害看護グローバルリーダー養成プログラムの神原咲子教授がコロナ禍での避難所運営を

巡り講義。ポイントとして①避難所の定員を従来の４分の１とし、分散避難や陽性者、体調不良者らのゾーニング（区分）を

考える②トイレなども区分を越えない最低限の人数の共有とし、こまめな清掃と消毒を行う③保護具の確保、３密回避策、

デマや風評被害の防止④災害対応力の強化へ女性の視点やニーズの重視――などを挙げて解説している。また昨年実

施されたコロナ禍での避難所設置・運営訓練の様子がダイジェストで紹介されている。

兵庫県議会公明党・県民会議（谷井勲幹事長）はこのほど、県庁内で動画配信による研修について、県広域防災センタ

ー防災教育専門員の田中健一氏から説明を聞き、研修講義の講師を務めた神原教授とオンラインで意見交換を行った。

質疑応答で神原教授は、避難所運営では感染防止策を徹底した上で「精神面の健康につながる交流サロン」の重要性

を主張。地域防災の意思決定の場に女性が３割以上参加し、避難訓練や避難所の運営方法などに女性の声が十分に反

映されるよう要望した。田中防災教育専門員は「各地の避難所開設訓練において女性がリーダーシップを発揮しているチ

ームは、運営がスムーズに進む傾向がある」と述べた。

谷井幹事長は「女性の視点が大事。全国で女性議員の割合が３割に達する公明党は一人の声、小さな声を聴き取り大

切にする政党だ」と強調。今後もコロナ禍における防災・減災、避難対策などに女性の視点を取り入れられるよう、地域防

災会議への女性３割参加を促進するなど、「阪神・淡路大震災を経験した兵庫県が全国の模範となる取り組みを展開し

たい」と訴えた。

竹尾智枝議員は２０年６月定例会質問で、これからひょうご防災リーダーをめざす人には認定に当たっての感染症知識

の講義、感染症対策の視点を入れたワークショップ（体験型講座）やロールプレイ（疑似体験）などの実施を要望。既に防

災リーダーになっている人には最新情報を提供する研修の必要性を踏まえ、感染拡大でリアルな研修が難しい場合に対

応した動画の配信を提案し、前向きな答弁を引き出していた。



総務文教委員会 通年研究テーマ「水害における防災・減災について」

2班 研究項目：発災前中後の情報発信・情報伝達手法について

調査内容
・避難所について

・防災ラジオ普及促進について
活動日時 R3.3.30火 13：30～15：00

活動場所 執行部控室 参加者 赤羽 根岸

対応：安全安心課 斉藤次長、蛭田課長補佐

質問 回答

・水害時の避難の考え方について 浸水区域人口約6万人のうち4割、約2万４千人分の避難

所必要だが、実質全部用意するのは困難。分散避難が必要。

旧取手は、土砂災害危険個所３２か所あり。

水害は、時間の読みによって情報発信のタイミングが重要

・現状確認

第1次水害時避難所12か所→収容人数

第２次水害時避難所5か所→収容人数

水害時緊急避難所15か所→収容人数

福祉避難所10か所→収容人数

広域避難協定について ・広域避難協定

大規模水害時の広域避難に関する協定書(R1.5.30)

鬼怒川、小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会構

成の13自治体で締結

(左岸)つくば市、つくばみらい市、龍ヶ崎市

(右岸)守谷市、坂東市

まず一次避難所で安否確認後、広域避難を案内

車中避難について→避難所確保状況 ・競輪場、日本ファブテックとは協定締結済。

・スーパー駐車場等増やしていく予定だが、どの程度確保す

る必要があるか、想定難しい。

・エコノミー症候群の恐れもあり、長期避難は避けたい。

市指定以外の避難所について 自主防災組織の施設利用協力あり。

未組織21地区、課題。結成時3年×15万円の補助。その

後は＠150円×世帯数。経年後の資機材調達費、課題

UR等の空室利用について ・災害対策基本法により、国とURが連携協定を締結済。

・UR以外は、災害救助法により、県の事業として民間賃貸

住宅を応急借り上げ住宅として活用することになっている

＠2㎡ 福祉3㎡ ＠４㎡

第1次12か所 5,597人 2,796人

第2次5か所 2,169人 1,082人

緊急避難15か所 7,558人 3，775人

福祉避難所９か所 758人 566人

合計 16,082人 8,219人



・防災ラジオの普及促進について

防災ラジオ貸出実績→月別

防災ラジオ周知について

普及促進活動計画

高齢者世帯（約36,600 名）への早期配

置が必要

・防災ラジオ 月別貸出実績→別紙

R2.9～12月はラジオ在庫なかったため貸与なし

貸与決定と貸与台数の差は、辞退者や受取にこない方。

・周知方法→ＨＰ掲載、広報とりでに定期的に掲載（2/1号

掲載反響あり）、出前講座等の機会に紹介、

民生委員会議、市政協力員会議、自主防災会議等で周知図る。

・高齢者世帯への普及を早急に進めたいが、ラジオが品薄で

思うように手に入らない事情もある。

・防災ラジオの貸与価格について ・国の補助金対象が有償貸出である

・ラジオ＠18，000円程度



○避難所の収容人数

○広域避難協定

大規模水害時の広域避難に関する協定書（R1.5.30）

鬼怒川・小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会構成の 13自治体

で締結。広域避難先は以下のとおり。

（左岸）つくば市、つくばみらい市、龍ケ崎市

（右岸）守谷市、坂東市

１人２㎡

福祉は３㎡
１人４㎡

第１次水害時避難所（12 カ所） 5,597 人 2,796 人

第２次水害時避難所（5カ所） 2,169 人 1,082 人

水害時緊急避難場所（15 カ所） 7,558 人 3,775 人

福祉避難所（9カ所） 758 人 566 人



○防災ラジオ貸与実績（2月末時点）

※9～12 月は貸与決定は実施せず。（ラジオ在庫台数ないため）

※貸与台数の中には、既に転出や死亡などにより返却されたものも含む。貸与決

定者には、申込辞退者や受け取りに来ない人もいる為、一致しない場合がある。

貸与決定者数 貸与台数

令和２年３月 1,035 995

４月 102 96

5 月 47 44

６月 30 28

７月 25 25

８月 38 36

９月 １ １

令和３年１月 75 68

２月 12 11

３月 98 93



○防災ラジオ周知について

防災ラジオの周知については、現在以下の様な方法で周知しています。

・取手市ホームページ掲載

・広報とりで（定期的に掲載）

・出前講座等の講演機会時に紹介



総務文教委員会 2班
調査項目：災害ゴミについて 調査担当 須田

別紙にある市ホームページにある資料を元に質問してきました
調査日：3月 12日１１時～１２時 まちづくり振興部 野口部長、他３名

質問

市のホームページ見る限り有事の時の体制はしっかりとれているように思えますが実際に水害が起こった時
の体制について

回答

ホームページにあるとおりの体制を整えて対応する予定

質問

災害ゴミの指定場所について

回答

下水道組合(11000 平米)の 1個所のみではあるが藤代体育館やグリーンスポーツセンターなど視野にい
れている。浸水想定区域には設定は出来ない。

質問

近くに常総市のような災害が起きてしまった地域がある。実際に災害ゴミには苦労したと聞いてきた。早急
に災害を想定してのシュミレーションや防災訓練など各担当課や県、警察、消防など連携して行う必要が
あると思うのだが。

回答

その通り。できるだけ早く計画をして行う予定

質問

災害中、後の災害ゴミの案内などは

回答

防災無線、ラジオ、広報車、紙媒体などを考えているが今は計画中

以上
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第２章 災害廃棄物処理のための体制等

第１節 組織体制・指揮系統

１ 組織体制の構築

災害時は，本計画または地域防災計画に基づき，災害廃棄物処理の組織体制を構築し，指揮

系統を確立します。

市は図 2－1のように，地域防災計画に基づく災害対策本部，建設部，都市計画部，広報広聴

課等と情報共有し連携して対応します。災害廃棄物処理に関わる業務内容と組織体制は表 2－1

で示します。

図 2－1 災害廃棄物対策チーム組織体制

まちづくり

振興部各課

建設部

都市整備部

市民からの問合せ

解体撤去申請

常総地方広域市

町村圏事務組合

龍ヶ崎地方衛生

組合

ごみ収集業者

し尿収集業者

取手市災害対策本部

構成市
広報広聴課

民間収集運搬業者

廃棄物処理業者

解体業者

取手市災害廃棄物対策チーム

統括責任者：まちづくり振興部長

責任者：環境対策課長

仮置場担当

処理業務担当

計画担当

財務担当

総務担当

解体撤去担当

ごみ・し尿担当

ごみ処理施設担当

し尿処理施設担当

環境担当

社会福祉協議会

ボランティア
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表 2－1 業務内容と組織体制

※各業務に必要な人数は，時間の経過とともに変わるため，人員の配置や体制は随時見直しを行

う必要があります。

業務 業務内容 平常時の担当課

総

務

総務

・ 災害対策本部との連絡調整

・ 職員人員配置

・ 近隣市町村，県，国，関係機関・関係団体へ支援要請

・ 情報収集，関係者の調整

・ 市民への広報・問合せ対応等

環境対策課

財務
・ 予算確保･管理

・ 処理契約，補助金申請事務

環境対策課

財政部

処

理

計画

・ 災害廃棄物発生量推計

・ 処理フロー・実行計画策定，更新，進捗管理

・ 県内自治体・民間処理施設能力把握，最終埋立処分場容量

確保，再生利用先確保

環境対策課

処理

業務

・ 民間事業者への収集運搬業務発注仕様書作成

・ 仮置場管理業務の業務発注仕様書作成

・ 民間事業者への処理業務発注仕様書作成

環境対策課

仮置場

・ 仮置場の確保（担当部署調整，地域市民への説明等）

・ 開設準備（動線・分別配置設計）

・ 搬入出ルートの調整（地域市民，警察等）

・ 仮置場搬入出・保管運用計画

環境対策課

解体

撤去

・ 災害廃棄物撤去，損壊家屋等解体撤去発注･監理

・ 解体撤去申請受付

建設部

都市整備部

ごみ・し尿

関係調整

・ 仮設トイレ不足状況把握・仮設トイレ支援要請・調達

・ ごみ・し尿収集車両の調達，燃料供給の調整

・ ごみ処理計画，し尿処理計画

環境対策課

ごみ処理

施設

・ 被害状況把握・連絡，施設の補修

・ 分別の指揮・助言，仮置場管理への指揮・助言

・ 収集運搬計画調整

・ ごみ処理施設被害に応じた施設間調整

環境対策課

常総環境センター

し尿処理

施設

・ 被害状況把握・連絡，施設の補修

・ し尿処理施設被害に応じた施設間調整

環境対策課

龍の郷・クリーンセ

ンター

環境担当
・ 有害物質使用特定事業場の状況調査，仮置場用地の土壌等

調査，アスベスト等各種環境調査計画の策定，調査等

環境対策課
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第２節 情報収集・連絡

【災害時】

災害時，市は県及び事業者と連絡を密に行い，災害により通信機能が失われている場合がある

ことを考慮して表 2－2，2－3のように情報収集を行います。

１ 被害情報等の収集と連絡

○ 一般廃棄物等処理施設の被害状況等，復旧時期等を把握し，県へ連絡します。

○ 市内の災害廃棄物発生状況（場所・量）に関する情報を把握します。

○ 仮置場の充足状況に関する情報を把握します。

２ 事業者に関する情報収集

○ 産業廃棄物処理施設の受入可能量・条件等に関する情報を把握します。

３ 情報提供

○ 一般廃棄物等処理施設が被災していない場合，他地区からの受入可能量・条件に関する

情報提供を行います。

【平常時】

１ 連絡窓口一覧表の整備

○ 連絡窓口一覧表を随時更新し，県及び他市町村と共有します。

２ 連絡手段の整備

○ 情報機器及び周辺機器は，水害等の被害に遭わない場所に設置します。

○ 収集運搬業者，プラントメーカー等の処理施設関係者等との災害時の連絡方法を確認し

ます。
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表 2－2 市が収集する情報

表 2－3 県から収集する情報

分類 収集内容 情報源等 目的

被災状況 ・職員の参集状況

・ライフライン（停電・上下水道・ガス供

給）の停止と復旧見込み

市災害対策本部 支援要請の検

討，連絡手段の

検討

避難状況 ・避難所所在地と避難者数 避難所ごみ・し

尿発生量把握

道路被害 ・道路被害，渋滞情報 収集運搬の検

討

建物被害 ・全半壊の建物数と解体・撤去を要する建

物数

・水害の浸水範囲（床上，床下戸数）

災害廃棄物発

生量推計

廃棄物

処理施設

・一般廃棄物等処理施設（ごみ処理施設，

し尿処理施設，最終処分場等）の被害状況

常総環境センタ

ー

龍の郷・クリー

ンセンター

支援要請の検

討，処理方法の

検討

廃棄物 ・ごみ集積所に排出された生活ごみの状況

・指定場所以外に投棄された災害廃棄物の

状況

現地確認

事業者等

優先的に処理

すべき廃棄物

の確認

・災害廃棄物の種類と量

・有害廃棄物の発生状況

・腐敗性廃棄物の発生状況

災害廃棄物発

生量推計

処理方法検討

仮置場 ・仮置場設置場所，面積，充足状況

・市の仮置場への搬入状況

・仮置場周辺の環境，苦情等

仮置場の広報

仮置場管理

処理処分 ・処理処分の数量管理・進捗状況

・処理処分先の確保・契約状況

進捗管理

必要な支

援

・仮設トイレその他の資機材ニーズ

・人材・人員の支援ニーズ

・その他の支援ニーズ

支援要請

分類 収集内容 情報の活用方法

廃棄物処

理施設

・被災していない市町村の一般廃棄物処理施設における受入可能

量・条件等

処理処分先の確

保

・産業廃棄物処理施設（焼却施設・最終処分場），資源化関係施

設の受入可能量・条件等

・県外の廃棄物処理施設や資源化関係施設の受入可能量・条件等

廃棄物 ・災害廃棄物の発生量推計関連

・有害廃棄物の処理方法

・腐敗性廃棄物の処理方法

災害廃棄物発生

量推計

処理方法検討

仮置場 ・県有地等の仮置場候補地

・仮置場の適切な運営管理方法

仮置場の広報

仮置場管理

必要な支

援

・仮設トイレその他の資機材支援

・人材・人員の支援

・その他の支援

不足分の補充
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第３節 協力・支援体制

【災害時】

１ 県内広域処理体制

市が，災害廃棄物処理に単独で対応しきれない場合は，近隣の市町村へ支援を求め，連携し

て対応します。

常総環境センターは，ごみ処理に係る技術力や経験を生かし，災害廃棄物の処理を行います。

また，県南・県西地区の「施設間応援体制協定」や，財団法人茨城県環境保全事業団（エコフ

ロンティアかさま）との「緊急時等における一般廃棄物処理に関する支援協定」に基づく県内

広域処理体制が確立しています。

なお，県は一般社団法人茨城県産業資源循環協会と「災害時における廃棄物処理等の協力に

関する協定」を締結しています。

２ 事業者との連携による処理

大量の災害廃棄物が発生した場合，常総環境センターの一般廃棄物処理施設で処理しきれな

いことが想定されます。また，がれき類等の災害廃棄物は，産業廃棄物に類似した性状を有す

ることから，産業廃棄物処理施設を活用して処理を行います。茨城県を通じて，一般社団法人

茨城県産業資源循環協会等の関係団体に要請を行い，災害廃棄物処理を実施します。

３ 国・専門機関による支援

災害廃棄物処理支援ネットワーク（D.Waste-Net）は，環境省・地方環境事務所を中心とし，

国立環境研究所その他専門機関，関係団体から構成され，災害廃棄物処理の支援体制として設

置されています。D.Waste-Net へ人材・資機材の支援を要請し，災害廃棄物の適正かつ効率的

な処理を進めます。（表 2－4）

表 2－4 災害時の協力・広域支援の例

分類 主な支援内容の事例

D.Waste-Net 等専門

機関による支援

・災害廃棄物発生量推計，処理フロー作成，分別・仮置場の確保，安全

環境対策等に係る技術支援

・補助金等に係る助言

・資機材の支援

他自治体の人材・人

員，資機材による支

援

・仮置場での分別配置・動線等の助言，分別指導・作業，環境安全に係

る助言，進捗状況，課題の把握

・仮設トイレ・バキューム車の支援

・パッカー車や平積み車両の支援，ごみ収集エリア等の調査
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４ ボランティアとの連携

被災家屋等から災害廃棄物を搬出及び運搬する作業は，ボランティアの協力が必要です。ボ

ランティアに対して，安全具の装着等の作業上の注意事項や，災害廃棄物の分別，仮置場の情

報を的確に伝えることが重要です。そのため，取手市社会福祉協議会等が設置した災害ボラン

ティアセンターに情報提供を行い，ボランティアへの周知を図ります。

５ 支援受入体制の整備

災害時に支援を受け入れるに当たり，支援が必要な場所や数量等の正確な情報を把握し提供

します。また，支援者に対し，具体的支援内容と市の組織体制を明確に伝えます。

【平常時】

協定を締結している地区内の市町村や関係機関・関係団体と連絡先や資機材・人員，施設の

処理能力等に係る情報を共有し，適宜情報を更新して，災害時の迅速な対応に生かします。

関係機関・関係団体と災害時の協定を締結し，災害時の迅速な対応に生かします。
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第４節 市民への啓発・広報

災害廃棄物を適正かつ円滑・迅速に処理するためには，市民の理解と協力が必要です。

このため，災害廃棄物の分別方法，仮置場の設置等について平常時から啓発・広報を行います。

特に外国人に対しては，分かりやすい啓発・広報を行います。

災害廃棄物の不法投棄を防止し，分別を徹底するためには，発災直後の広報が重要です。特に

水害では，水が引くとすぐに被災した市民が一斉に災害廃棄物を排出するため，効果的な手法で

迅速に情報を周知します。

◆啓発・広報の手法

＜災害時の広報手法＞

○ 地域によって効果的な広報手法を確認し，住民へ正確かつ迅速に周知します。また，外国人

を対象とした放送やホームページ，チラシの作成等による周知をします。

・ 防災行政無線

・ 広報車

・ 避難所やごみステーション・集会所・掲示板・公共施設へのポスター掲示，チラシの配布

・ 災害支援に関する広報誌への掲載

・ 広報紙・チラシの戸別配布・回覧，新聞等へのチラシの折り込み

・ ホームページ，SNS

・ テレビ・ラジオ・新聞

・ 町会・自治会等への説明会，区長を通じた広報等

＜平常時の啓発・広報手法＞

○ ホームページ，取手市広報，防災だより等の防災関係広報誌，防災訓練等を利用して，啓発を

行います。

○ 外国人を対象としたホームページ等による啓発を行います。
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【災害時】

○ 外国人を含む被災者に対して，災害廃棄物の分別や収集方法や仮置場の利用方法等につ

いて，効果的な広報手法により周知します。また，ボランティアに対しても速やかに災害ボ

ランティアセンターを通じて，同様の情報を周知します。

① 市への問合せ窓口

② 避難所におけるごみの分別

③ 生ごみの収集日・収集回数の変更，資源ごみの収集はしばらく行わないこと等

④ 災害廃棄物の収集方法，収集時間及び期間

⑤ 仮置場の設置場所，誘導路（場外，場内），案内図，配置図

⑥ 災害廃棄物の分別方法，生ごみや危険物を仮置場に持ち込まない等のルール

⑦ 市民が搬入できる仮置場の場所，搬入時間・期間等

⑧ ボランティア支援依頼窓口

⑨ 便乗ごみの排出，不法投棄，野焼き等の禁止

⑩ 損壊家屋等の解体撤去に係る申請手続き

【平常時】

○ 市民へ次の内容を伝えます。

① 災害時のごみの出し方（仮置場での受入体制が整うまでの間は，交通に支障をきたさ

ない場所に災害廃棄物を分別して置いておくこと，資源ごみはしばらく収集しないこ

と等）

② 生ごみ，災害廃棄物を種類別に分別することの重要性（混合された廃棄物は安全面・

衛生面で問題が発生すること，混合された廃棄物はその処理に時間がかかり費用が増

すこと等）

③ 災害廃棄物の収集方法（分別方法，戸別収集の有無，ガスボンベ等の危険物の収集方

法等）

④ 仮置場へ生ごみ，危険物，有害物質，感染性廃棄物，産業廃棄物等を持ち込まない等

のルール

⑤ 仮置場の必要性（一時的に保管する場所が必要であること）

⑥ 一般廃棄物処理施設が被災した地域のごみや災害廃棄物を一時的に受け入れて支援す

ることへの理解・協力

⑦ 携帯トイレ等の備蓄（仮設トイレが不足する事態に各者が対応できるように備える）

⑧ 便乗ごみの排出や不法投棄，野焼き等の禁止
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第３章 災害廃棄物の処理

第１節 災害廃棄物（生活ごみ・避難所ごみ・し尿を除く）

１ 災害廃棄物発生量の推計

【災害時】

(1) 災害廃棄物発生量の推計のための被害情報の把握

○ 建物の全壊・半壊棟数等の被害状況を把握します。

○ 水害による被害は，浸水域を航空写真により把握する方法があり，それを基に床上浸水，

床下浸水の棟数を見積もります。

○ 県や専門機関から提供される情報を活用します。

(2) 災害廃棄物発生量の推計方法

建物被害棟数の情報と災害廃棄物の発生原単位を用いて，災害廃棄物発生量を推計します。

災害廃棄物発生量 ＝ 建物の全壊及び半壊棟数 × 各発生原単位

水害の場合は，さらに以下の方法で推計した発生量を加えます。

災害廃棄物発生量 ＝ 建物の浸水世帯数（床上・床下） × 各発生原単位

(3) 災害廃棄物発生量の見直し

災害廃棄物発生量の推計は，災害情報，被害情報，発生原単位を適切に更新することにより，

段階に応じてその精度を高めて管理します。

建物の被害棟数の情報は，時間の経過とともに変わります。トラックスケールでの計量，仮

置場内の測量等による実績値を用いて，発生量を見直します。（図 3－1）

図 3－1 災害廃棄物発生量の見直し 出典：災害廃棄物対策指針

災害廃棄物処理の進捗管理

災害情報 被害情報

実績値による見直し
実際の津波浸水範囲

浸水深など

被害情報 発生原単位

事前に設定した原単位

災害廃棄物量（実績）の管理発生量の推計

発生原単位

事前に設定した原単位

＝ × ×

実際の被害棟数

計測値（重量）

発生原単位
津波浸水範囲
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第２班のまとめ

話し合いをした結果、以下の内容が出ました。

・調査結果から現在の時点で水害など起こっても対応ができると思えない

・栃木県大田原市のように取手市も河川監視カメラのライブ映像を YouTube に

て配信するなど進める

・高齢者や水害想定地区に防災ラジオの推進

・災害ゴミ借り置き場の設定の増設

以上から２班としては常総市視察を参考にし取手市は準備不足では？と話が

あがったことから、第三者機関に災害想定のシミュレーションを行わせ必要な

システム等を求めていかなければならない、との結論になりました。


